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迎
春
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No.939

ぺ
っ
た
ん
、
ぺ
っ
た
ん
。

お
い
し
い
お
餅
に
な
〜
れ
。

12
月
８
日
㈫
、
Ｊ
Ａ
青
年
部
上
陽
支
部
員
が
保
育
所
西
光
園

と
つ
く
し
幼
稚
園
で
園
児
と
一
緒
に
餅
つ
き
を
し
ま
し
た
。

※
写
真
は
保
育
所
西
光
園
。
関
連
記
事
は
16
ペ
ー
ジ

新年のごあいさつ／新春初詣イベント情報 Ｐ2～3
平成22年2月1日 新・八女市が誕生します Ｐ4～5
八女市議会議員増員選挙が行われます Ｐ6
所得税・市県民税の申告が始まります Ｐ8～9
八女あれこれ㉙　　 　　　　　　　　　Ｐ10 

【今月の主な内容】

広報



2　2010.1.1　広報やめ

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

市
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
輝
か

し
い
希
望
に
満
ち
た
新
年
を
お
迎
え
の
こ
と
と
存

じ
ま
す
。
昨
年
は
皆
様
方
か
ら
市
議
会
に
対
し
ま

し
て
、
温
か
い
ご
支
援
、
ご
指
導
を
賜
り
ま
し
て
、

心
よ
り
感
謝
申
し
あ
げ
ま
す
。
ま
た
昨
年
は
世
界

的
経
済
不
況
が
蔓
延
し
、
こ
の
八
女
の
地
に
も
そ

の
影
響
は
甚
大
な
も
の
が
あ
り
、
市
民
の
皆
様
方

に
お
か
れ
て
も
、
そ
の
ご
苦
労
は
い
か
ば
か
り
か

と
ご
推
察
申
し
上
げ
ま
す
。

　

そ
う
し
た
中
、
い
よ
い
よ
２
月
１
日
か
ら
八
女

市
は
黒
木
町
、
立
花
町
、
矢
部
村
、
星
野
村
と
合

併
し
、新
し
い
八
女
市
と
な
り
ま
す
。新
八
女
市
は
、

よ
り
効
率
的
で
広
域
的
な
行
政
を
目
指
し
、
心
の

豊
か
さ
と
日
々
の
暮
ら
し
に
喜
び
を
実
感
で
き
る

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
、「
伝
統
と
躍
動
の
未

来
都
市
」
づ
く
り
の
実
現
に
向
け
、
大
き
な
希
望

を
も
っ
て
進
ん
で
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

議
会
に
お
き
ま
し
て
も
、
市
民
の
利
便
性
を
第

一
と
考
え
、
２
月
か
ら
議
会
棟
を
立
花
庁
舎
へ
と

移
転
し
、
議
員
も
合
併
町
村
か
ら
新
た
に
13
名
の

議
員
を
迎
え
、
31
名
の
新
体
制
で
進
む
こ
と
に
な

り
ま
す
。
昨
年
の
12
月
議
会
に
お
い
て
、
全
議
員

の
総
意
に
よ
り
制
定
し
た
「
八
女
市
議
会
基
本
条

例
」
を
議
会
の
最
高
規
範
と
と
ら
え
、
市
民
に
開

か
れ
た
議
会
、
市
民
と
と
も
に
歩
む
議
会
、
市
民

に
信
頼
さ
れ
存
在
感
の
あ
る
議
会
を
目
指
し
な
が

ら
、
全
力
を
挙
げ
て
新
市
づ
く
り
に
協
力
ま
い
進

し
て
い
く
所
存
で
あ
り
ま
す
。

　

合
併
後
の
新
市
に
も
大
き
な
夢
と
希
望
が
あ
り

ま
す
が
、
中
山
間
部
の
過
疎
化
、
財
政
問
題
、
少

子
高
齢
化
と
教
育
問
題
、
商
店
街
活
性
化
と
伝
統

工
芸
及
び
農
業
等
の
産
業
収
入
の
落
ち
込
み
等
々

多
く
の
問
題
が
山
積
し
て
お
り
ま
す
。
こ
の
よ
う

な
厳
し
さ
を
跳
ね
返
し
、
合
併
の
中
心
市
と
し
て

の
責
務
を
果
た
す
た
め
に
も
、
工
業
誘
致
並
び
に

観
光
振
興
等
で
市
の
活
性
化
を
図
ら
ね
ば
な
ら
な

い
と
決
意
を
新
た
に
し
て
お
り
ま
す
。

　

厳
し
い
財
政
状
況
と
社
会
環
境
で
は
あ
り
ま
す

が
、
市
民
の
皆
様
に
は
新
市
発
展
の
大
き
な
夢
と

希
望
を
持
っ
て
い
た
だ
き
、
更
な
る
ご
支
援
、
ご

協
力
を
お
願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。
平
成
22
年
、
八

女
市
が
さ
ら
に
発
展
し
、
皆
様
方
と
っ
て
素
晴
ら

し
い
年
に
な
り
ま
す
こ
と
を
祈
念
い
た
し
ま
し
て

年
頭
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

平
成
22
年
の
年
頭
に
当
た
り
、
ご
あ
い
さ
つ

を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

平
成
20
年
11
月
に
市
長
就
任
い
た
し
ま
し
て
１
年
が

経
ち
ま
し
た
今
、
多
く
の
市
民
の
皆
様
の
深
い
ご
理
解
と

温
か
い
ご
支
援
、
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
こ
と
に
心

か
ら
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。
私
も
２
０
１
０
年
、新「
八

女
市
」
の
ス
タ
ー
ト
の
年
を
迎
え
、
心
身
と
も
に
新
た
な

決
意
を
も
っ
て
臨
む
覚
悟
で
あ
り
、
改
め
ま
し
て
市
政
運

営
の
責
任
の
重
さ
に
気
の
引
き
締
ま
る
思
い
で
す
。

　

近
年
、
私
た
ち
を
取
り
巻
く
社
会
環
境
は
、
世

界
的
な
経
済
不
況
の
あ
お
り
を
受
け
ま
し
て
大
変
厳

し
い
状
況
下
に
置
か
れ
て
お
り
ま
す
。
長
期
に
わ
た

る
景
気
の
低
迷
は
、
中
小
企
業
に
と
っ
て
大
き
な
打

撃
と
な
り
、
企
業
の
倒
産
な
ど
国
内
外
の
経
済
活
動

が
著
し
く
混
乱
し
、
雇
用
情
勢
は
極
度
に
厳
し
い
状

況
と
伺
っ
て
お
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
中
に
あ
っ
て
、

地
方
分
権
の
推
進
に
よ
り
、
地
方
自
治
体
の
責
務
と

行
動
力
が
一
層
求
め
ら
れ
る
時
代
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

平
成
22
年
２
月
１
日
、
八
女
市
、
黒
木
町
、
立

花
町
、
矢
部
村
、
星
野
村
は
合
併
に
よ
り
、
新
「
八

女
市
」
の
誕
生
を
迎
え
ま
す
。
こ
れ
ま
で
八
女
地
域

の
中
心
的
な
役
割
を
担
っ
た
八
女
市
は
、
こ
の
合
併

に
よ
り
２
町
２
村
の
永
々
と
受
け
継
が
れ
て
き
ま
し

た
、
貴
重
な
財
産
を
継
承
す
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

こ
れ
か
ら
の
施
策
の
柱
に
八
女
市
の
特
徴
で
も
あ
り

ま
す
農
業
・
林
業
・
伝
統
工
芸
な
ど
の
産
業
育
成

を
進
め
て
い
く
こ
と
が
大
切
と
考
え
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

今
後
も
、
少
子
・
高
齢
化
の
進
み
は
止
ま
る
と
こ

ろ
が
な
い
と
予
想
致
し
ま
す
。
こ
れ
に
対
し
行
政
の

果
た
す
べ
き
役
割
は
、「
定
住
自
立
圏
構
想
」
の
推

進
が
重
要
と
な
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
具
体
的
に
は
、

定
住
自
立
圏
構
想
推
進
要
綱
に
基
づ
き
、「
八
女
市

定
住
自
立
圏
中
心
市
宣
言
」
を
致
し
ま
し
た
。
こ
の

計
画
で
は
、
八
女
圏
域
の
均
衡
あ
る
発
展
の
た
め
に

必
要
な
生
活
機
能
を
確
保
し
、
定
住
を
目
指
す
取

り
組
み
を
進
め
ま
す
。
特
に
、
情
報
格
差
解
消
に
向

け
た
防
災
・
行
政
情
報
等
の
た
め
の
情
報
通
信
基
盤

整
備
や
交
通
体
系
構
築
に
よ
り
、
お
年
寄
り
や
車
で

移
動
で
き
な
い
人
た
ち
に
、
安
心
し
て
利
用
い
た
だ

け
る
交
通
シ
ス
テ
ム
づ
く
り
を
い
た
し
ま
す
。

　

市
政
運
営
に
当
た
り
ま
し
て
は
市
議
会
と
執
行
部
が

十
分
に
協
力
す
る
と
と
も
に
、
ま
ち
づ
く
り
の
主
体
は

住
民
で
あ
る
こ
と
を
認
識
し
、
市
民
と
協
働
の
ま
ち
づ

く
り
を
推
進
し
、
伝
統
と
躍
動
に
あ
ふ
れ
た
魅
力
あ
る

ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
新
八
女
市
の
基
盤
を
築
き
上
げ

て
い
く
決
意
で
ご
ざ
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
同
様
、
市
民
の

皆
様
の
ご
支
援
、ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

　

新
た
な
年
が
、
市
民
の
皆
様
に
と
り
ま
し
て
、

幸
の
多
い
年
で
あ
り
ま
す
よ
う
心
か
ら
ご
祈
念
申

し
あ
げ
ま
し
て
、
新
年
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

「
市
民
と
と
も
に
歩
む

議
会
を
目
指
し
て
」

「
す
べ
て
の
市
民
が
安
心
し

て
住
め
る
ま
ち
づ
く
り
を
」

新年のごあいさつ
八
女
市
議
会
議
長　

松
延
外
喜

八
女
市
長　

三
田
村
統
之



広報やめ　2010.1.13

◉
一
念
寺
（
豊
福
）
…
大
晦
日
の
23
時
45

分
か
ら
、
除
夜
の
鐘
を
つ
き
ま
す
。

◉
浄
光
寺
（
岩
崎
）
…
大
晦
日
の
23
時
30

分
か
ら
0
時
30
分
ま
で
、
参
拝
客
に
ぜ
ん

ざ
い
の
接
待
が
あ
り
ま
す
。

◉
正
福
寺
（
東
矢
原
町
）
…
大
晦
日
の
23

時
45
分
か
ら
除
夜
の
鐘
を
つ
き
、
参
拝
客

に
は
ぜ
ん
ざ
い
が
ふ
る
ま
わ
れ
ま
す
。

◉
真
如
寺
（
山
内
）
…
大
晦
日
の
23
時
40

分
か
ら
除
夜
の
鐘
を
つ
き
ま
す
。

◉
明
永
寺
（
西
宮
野
町
）
…
大
晦
日
24
時

か
ら
、
修
正
会
を
開
き
ま
す
。
終
了
後
甘

酒
の
接
待
と
、
記
念
品
が
あ
り
ま
す
。

◉
福
島
八
幡
宮
（
東
宮
野
町
）
…
福
島
燈

籠
人
形
で
お
馴
染
み
の
福
島
八
幡
宮
で
は
、

大
晦
日
に
か
が
り
火
を
た
い
て
皆
様
を
お

迎
え
し
ま
す
。

◉
土
橋
八
幡
宮
（
土
橋
）
…
神
幸
行
事
で

知
ら
れ
る
土
橋
八
幡
宮
。
元
旦
は
０
時
か

ら
た
き
火
を
し
て
、
参
拝
客
を
お
迎
え
し

ま
す
。
お
神
酒
の
接
待
や
、
先
着
50
組
に

は
記
念
タ
オ
ル
を
用
意
し
て
い
ま
す
。

◉
室
園
神
社
（
室
園
）
…
大
晦
日
の
23
時

45
分
ご
ろ
か
ら
、
神
社
氏
子
が
か
が
り
火

を
た
い
て
お
迎
え
し
ま
す
。

　

毎
年
、
出
店
が
並
ぶ
ほ
ど
の
に
ぎ

わ
い
を
み
せ
る
宮
地
嶽
神
社
。
地
元

総
代
会
の
皆
さ
ん
が
、
31
日
除
夜

の
鐘
か
ら
正
月
３
日
ま
で
、
参
拝
客

を
お
迎
え
し
ま
す
。
お
み
く
じ
や
お

札
の
販
売
も
あ
り
ま
す
。

　

岩
戸
山
古
墳
の
中
に
あ
る
吉
田

大
神
宮
に
は
、
天
照
大
神
と
菅
原

道
真
公
が
ま
つ
ら
れ
て
い
ま
す
。
大

晦
日
に
は
竹
燈
明
で
参
拝
客
を
お

迎
え
し
ま
す
。
１
月
１
日
に
は
歳
旦

祭
が
あ
り
、
10
時
か
ら
お
昼
に
か
け

て
参
拝
客
に
ぜ
ん
ざ
い
が
ふ
る
ま
わ

れ
ま
す
。

　

旧
八
女
市
内
で
一
番
高
い
と
こ
ろ

に
位
置
す
る
熊
野
神
社
。
大
晦
日

の
夜
に
、
地
元
の
皆
さ
ん
が
か
が
り

火
を
た
い
て
お
迎
え
し
ま
す
。

　

縁
結
び
で
知
ら
れ
る
滝
の
宮
。

大
晦
日
の
夜
か
ら
２
日
ま
で
、
か
が

り
火
を
た
い
て
参
拝
客
を
お
迎
え
し

ま
す
。
お
屠
蘇
の
接
待
や
お
み
く
じ

も
あ
り
ま
す
。

　

上
陽
町
朧
大
橋
近
く
の
桑
川
内

に
は
、
学
問
の
神
様
・
菅
原
道
真

公
の
父
是
善
公
を
お
ま
つ
り
す
る
是

善
神
社
が
あ
り
ま
す
。
毎
年
1
月

１
日
の
朝
７
時
か
ら
、
地
元
の
皆
さ

ん
が
火
を
た
い
て
参
拝
客
を
お
迎
え

し
て
い
ま
す
。

　

岡
山
校
区
ま
ち
づ
く
り
協
議
会

と
岡
山
公
園
を
守
る
会
で
は
、
元

日
の
朝
７
時
か
ら
岡
山
公
園
頂
上

で
初
日
の
出
迎
え
を
行
い
ま
す
。
参

加
者
に
は
粗
品
を
用
意
し
て
い
ま
す

の
で
、
お
誘
い
合
わ
せ
て
ご
参
加
く

だ
さ
い
。

　

八
女
歩
こ
う
会
で
は
元
日
の
朝

６
時
集
合
６
時
30
分
出
発
で
、
八

女
公
園
か
ら
岡
山
公
園
ま
で
往
復

約
6
キ
ロ
を
歩
き
ま
す
。
雨
天
決

行
、
申
込
み
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

会
員
以
外
の
人
は
、
保
険
料
と
し
て

１
０
０
円
必
要
で
す
。

問
い
合
わ
せ
＝
八
女
歩
こ
う
会
鶴
さ
ん

（
☎
０
９
０・
３
３
２
６・
３
１
３
３
）

　

1
月
３
日
正
午
に
無
病
息
災
と

火
災
予
防

を
願
い
、

締
め
込
み

姿
の
男
集

が
矢
部
川

で
身
を
清

め
ま
す
。

　

１
月
13
日
㈬
。
十
三
参
り
で
知

ら
れ
る
虚
空
蔵
菩
薩
。
上
陽
町
轟

の
虚
空
蔵
菩
薩
で
は
、
毎
年
１
月

13
日
と
９

月
13
日
に

大
祭
を
開

い
て
い
ま

す
。

　

１
月
17
日
㈰
20
時
、
柳
島
観
音

堂
前
で
。
そ
の
昔
、
あ
め
が
た
売
り

が
村
の
前
の
矢
部
川
に
流
れ
着
い
た

観
音
像
を
引
き
上
げ
、
火
で
温
め
た

と
の
言
い
伝
え
が
起
源
で
す
。
観
音

堂
前
に
組
み
立
て
ら
れ
た
ほ
っ
け
ん

ぎ
ょ
う
に
火
が
つ
け
ら
れ
ま
す
。

　

1
月
20
日
㈬
10
時
、
童
男
山
古
墳

で
。
そ
の
昔
、
暴
風
雨
に
あ
っ
て
遭

難
し
た
徐
福
一
行
を
村
人
が
火
を
焚

い
て
介
抱
し
た
と
い
う
言
い
伝
え
が

あ
る
祭
り
で
す
。
川
崎
小
学
校
児
童

に
よ
る
紙
芝
居
が
あ
り
ま
す
。

◉
宮
地
嶽
神
社
（
長
野
）

◉
吉
田
大
神
宮
（
吉
田
）

◉
滝
の
宮
不
動
尊
（
納
又
）

◉
是ぜ

善ぜ
ん

神
社
（
桑
川
内
）

◉
岡
山
公
園
（
岡
山
）

そ
の
ほ
か
の
情
報

◉
初
日
の
出
ウ
オ
ー
ク

◉
お
潮
井
と
り（
柳
島
）

◉
柳
島
の
十
七
夜（
柳
島
）

◉
童
男
山
ふ
す
べ（
山
内
）

◉
虚
空
蔵
さ
ん（
轟
）

◉
熊
野
神
社
（
北
田
形
）

※
お
寺
は
檀
家
以
外
の
人
も
ご
自
由
に
お

参
り
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
特
別
な
こ
と
は
し

て
い
な
く
て
も
参
拝
者
を
受
け
入
れ
て
い
る

お
寺
も
あ
り
ま
す
の
で
、
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

新
春

お
正
月
、
市
内
の
主
な
初
詣
・
イ
ベ
ン
ト
情

報
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

※
こ
こ
で
紹
介
し
て
い
る
以
外
に
も
、
地
域

の
神
社
や
寺
院
な
ど
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
な

お
、
お
正
月
は
飲
酒
運
転
な
ど
な
い
よ
う
に

ご
用
心
く
だ
さ
い
。

初
詣 
情
報

イ
ベ
ン
ト



4　2010.1.1　広報やめ

豊
か
な
自
然
と
農
産
物
、
歴
史
と
文
化
に
あ
ふ
れ
る
八
女
地
域
。
平
成
22
年

２
月
１
日
、
八
女
市
は
黒
木
町
、
立
花
町
、
矢
部
村
、
星
野
村
と
合
併
し
、

県
内
で
は
北
九
州
市
に
次
ぐ
２
番
目
の
面
積
を
有
す
る
「
新
八
女
市
」
が
誕

生
し
ま
す
。
豊
富
な
地
域
資
源
な
ど
を
生
か
し
て
、
み
ん
な
が
誇
れ
る
「
ふ

る
さ
と
八
女
」
を
目
指
し
ま
す
。人　口  12,931人

世帯数  3,940戸 
面　積 135.49 ㎢

人　口  1,586人
世帯数    613戸 
面　積  80.46㎢

人　口  3,294人
世帯数  1,167戸 
面　積  81.28㎢ 

人　口  42,025人
世帯数  14,420 戸
面　積   98.66㎢

矢部村

星野村

黒木町

　黒木町は、大分県境の釈迦岳・御前岳に源を発する
美しき清流・矢部川が町の中央部を貫流します。周囲を
実り豊かな山々に囲まれた、山紫水明の「奥八女」の景
勝地でもあります。町面積の約7割を占める山林を背景
に、農林業を基幹産業として発展してきました。
　平成20年に森林セラピー基地に認定された「くつろ
ぎの森グリーンピア八女」をはじめ、樹齢 600年を超え
る大藤（国指定天然記念物）など、多くの人たちが安ら
ぎを求めてまちを訪れています。
　八女茶発祥の地「霊巌寺」。今から約590年前、栄林
周瑞禅師が明から帰国した際、この地が蘇州霊巌寺の
景観によく似ていることから寺を建立。持ち帰った茶の
実を境内に栽培して、製茶法を伝授したのが八女茶の
起こりと言われています。
　黒木町黒木は、八女福島地区と同様に国の重要伝統
的建造物群保存地区に選定されています。伝建地区を
含む合併として全国初の事例となり、今後は両地区を生
かした町並み保存と活用が期待されています。　

八女茶発祥の地、
大藤の里黒木町

　
八
女
市
が

誕
生
し
ま
す
。

黒
木
町
、立
花
町
、矢
部
村
、星
野
村
と
合
併

平
成
22
年
２
月
１
日

新

※人口・世帯数は平成21年
11月末現在で表示

樹
齢
６
０
０
年
を
超
え
る
大
藤

　清流・矢部川と海抜 450メートルの飛形山を擁し、ミ
カン、キウイ、竹林、梅林などの豊かな農産物に恵まれ
る立花町。近年はその農産物を利用したワインや竹炭製
品などへの取り組みが盛んです。
　平成１７年２月にオープンした道の駅「たちばな」は、
直売所の愛称を『夢

ゆめみかん

実館そろり』として地域に親しまれ、
新鮮・安全・安心をキーワードに「もてなしの心」でもっ
て農産物などの販売を行っています。また、季節にあわ
せた盛りだくさんのイベントを開催し、町内外との交流
も深めています。
　まちを見渡せば、飛形自然公園、千間土居公園、男
ノ子焼の里、夢たちばなビレッジ、光友地区の大梅林、
松延家（国指定文化財）、円福寺のビャクシン・ハクモ
クレンとタイザン木のゆ着木、薬師如来三尊像（県指定
文化財）、黒岩橋ほか20余りの眼鏡橋石橋群、谷川寺
の仁王像、大塚古墳、鬼隈横穴群（町指定文化財）など、
見どころもいっぱい。豊かな自然の中に、素朴なぬくも
りが今も生きづいています。

豊かな特産品を
生かしたまち立花町

毎
年
２
月
に
催
さ
れ
て
い
る
観
梅
会
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立花町

人　口  11,328人
世帯数  3,478 戸
面　積  86.64㎢

八女市

新八女市のデータ
●面　積　482.53㎢
●人　口　71,164人（男33,498人、女37,666人）
●世帯数　23,618戸
●新八女市のシンボルマークと徽章は

　八女市のものに統一

　・市木…茶の木、樟の木

　・市花…菊、藤、しゃくなげ
●本庁は現在の八女市役所となります。

黒木町役場は「黒木総合支所」へ、

そのほかの役場は支所となります。

● 昭和26年4月1日（1951）
　福島町、長峰村、上妻村、三河村、
八幡村が合併して福島町となる。
● 昭和29年4月1日（1954）
　福島町に周辺の忠見村、川崎村、岡山
村の一部を編入して八女市が誕生。八女
地域の商業・文化の中心として発展する。
● 平成18年10月1日（2006）
　上陽町を編入する。
● 平成22年2月1日（2010）
　黒木町、立花町、矢部村、星野村を
編入する。
※八女地域は買い物や通勤・通学・文
化活動などの日常生活圏が強く結びつ
いています。合併により効率的な行財
政基盤を構築し、地域資源を生かした
産業の創出などが期待されます。

昭和29年、八女市誕生を
祝い、各町内会では寸劇・歌・
踊りなどの素人劇団を作っ
て、各校区に設けられた舞
台をまわりながら演劇が披
露された。写真は大安売り
が行われている土橋の様子。

平成18年10月2日㈪、八
女市役所本庁玄関前でくす
玉が割られた。このあと上陽
支所で開所式が行われた。

八女市の合併

※生活に必要な合併後の詳しい情報に

ついては、「くらしのガイドブック」を

2月に配布する予定です。

シンボルマーク 徽　章

　星野村は、東は熊渡山(960m)を背に大分県に接し、
北は耳納山脈を境に浮羽郡と接しています。合

おう

瀬
ぜ

耳
み

納
のう

高
原へと向かう広内の棚田は、標高差約230mの斜面に、
425枚もの星野村を代表する大規模な棚田があります。
この棚田は平成21年、「にほんの里100選」（朝日新聞、
森林文化協会主催）に選ばれました。また、同年10月に
はNPO法人「日本で最も美しい村」連合への加盟が承
認されました。山中の大池（麻生池）のほとりにある麻生
神社に伝わる「はんや舞・風流」は、昭和52年12月に「撰
択重要無形民俗文化財」として国の指定も受けました。
　星のふるさとのキャッチフレーズを持つ星野村では、
九州最大級の口径 65ｃｍの望遠鏡を備えた「星の文化
館」があり、晴れていれば昼間でも強い光を放つべガな
どを見ることができます。八女茶ブランドに欠かせない
伝統本玉露の生産量が八女地域で最も多く、その味と
風雅は全国に知れ渡っています。「茶の文化館」ではそ
んな星野ならではの玉露を堪能する、お手前「しずく茶」
が味わえます。

にほんの里100選に
選ばれし美しき村星野村

大
規
模
な
棚
田

　母なる矢部川の源流・矢部村。日本書紀に ”この地
方に女神あり、その名を八女津媛といい、常に山中にあ
る”という一説が、八女という地名の由来といわれてい
ます。矢部村には八女津媛神社があり、八女津媛に関
する歴史や伝説、神社に奉納される「浮立」の紹介が
映像とパネルで展示されている八女津媛浮立館がありま
す。
　また、南北朝時代、後征西将軍として九州に派遣さ
れた良成親王は矢部の地で亡くなったとする説がありま
す。今でも、親王の墓前では毎年10月8日に村をあげ
ての祭典が行われています。
　豊かな森林に恵まれる矢部村では、世界子ども愛樹
祭コンクールを毎年実施し、21世紀を生きる子どもたち
の木や森に対する夢を、作文、詩、絵で思い思いに描
いてもらい、それを世界中から募集しています。受賞者
作品による「野外画廊」や記念植樹による「友情の森」
がある「杣の里渓流公園」には、国際色豊かな文化の
森が広がっています。

八女津媛の里、母
なる矢部川の源流矢部村

八
女
津
媛
神
社
浮
立
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∇
選
挙
の
告
示
日　

２
月
７
日
（
日
）

∇
投
票
日　

２
月
14
日
（
日
）

∇
議
員
定
数
（
選
挙
区
名
・
定
数
）

∇
立
候
補
予
定
者
説
明
会

　

立
候
補
予
定
者
を
対
象
に
下
表
の
日

程
で
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
の
で
、
ご
出

席
く
だ
さ
い
。
当
日
、
立
候
補
に
必
要
な

書
類
を
お
渡
し
し
ま
す
の
で
、
印
鑑
を
持

参
し
て
く
だ
さ
い
。

※
会
場
の
都
合
に
よ
り
、
出
席
者
は
１
候

補
あ
た
り
３
人
以
内
で
お
願
い
し
ま
す
。

今
年
２
月
１
日
、
八
女
市
と
八
女
郡
内
の
黒
木
町
、
立
花
町
、
矢
部
村

お
よ
び
星
野
村
が
合
併
し
て
新
八
女
市
が
誕
生
し
ま
す
。
そ
こ
で
、

合
併
後
の
八
女
市
議
会
議
員
を
増
員
す
る
た
め
の
選
挙
が
、
八
女
市
を
除

い
て
各
町
村
に
選
挙
区
を
設
け
、
左
記
の
日
程
で
行
わ
れ
ま
す
。

　

な
お
今
回
の
選
挙
で
は
、
現
在
八
女
市
の
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て

い
る
人
は
投
票
で
き
ま
せ
ん
が
、
満
25
歳
以
上
の
人
で
あ
れ
ば
、
い
ず
れ
か

の
選
挙
区
で
立
候
補
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

黒　

木

６
人

立　

花

５
人

矢　

部

１
人

星　

野

１
人

選挙区 日　時 会　場

黒木
１月12日（火）
９時30分～

黒木町役場
大会議室

立花
１月12日（火）
13時 30分～

立花町町民センター
１０１研修室

矢部
１月13日（水）
９時30分～

矢部村中央公民館
視聴覚室

星野
１月13日（水）
13時 30分～

星野村行政福祉センター
大集会室

◉
選
挙
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
＝
八
女
市
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

　
（
総
務
課
内
☎
２
３・１
１
１
１
）

●
説
明
会
は
1
時
間
程
度
の
予
定
で

す
。
ご
都
合
の
良
い
時
間
に
、
ご
都
合

の
良
い
会
場
に
ご
参
加
下
さ
い
。

●
そ
れ
ぞ
れ
の
説
明
会
で
は
、
可
能
な

限
り
個
別
の
相
談
に
も
応
じ
ま
す
。

●
事
前
申
し
込
み
は
必
要
あ
り
ま
せ

ん
。
当
日
先
着
順
と
な
り
ま
す
。
そ
れ

ぞ
れ
定
員
に
な
り
次
第
、
受
付
を
締
め

切
り
ま
す
。

◉
問
い
合
わ
せ　

総
務
省
福
岡
県
テ
レ

ビ
受
信
者
支
援
セ
ン
タ
ー

（
☎
０
９
２・５
３
４・７
４
１
１
）

会場 定員 開催日 午前の部 午後の部
社会福祉会館／３階大会議室 80人 1月18日㈪ 11時～ 14時～

農業活性化センター／ホールＢ 80人 1月18日㈪ 17時～
1月24日㈰ 11時～ 14時～

地域福祉センター／研修室 80人 1月19日㈫ 11時～ 14時～ 16時～
八女文化会館／ホール 80人 1月19日㈫ 10時～ 14時～ 16時～
総合体育館／研修室ＣＤ 80人 1月20日㈬ 17時～
多世代交流館（共生の森）

／第１研修室 80人
1月20日㈬ 10時～ 14時～
1月21日㈭ 10時～ 14時～

上 陽 公 民 館 ／ １号 室 80人 1月21日㈭ 17時～

吉 田 公 民 館 ／ 大 広 間 100人 1月21日㈭ 17時～
1月22日㈮ 11時～

西 公 民 館 ／ ４ 号 室 80人 1月21日㈭ 11時～ 14時～
1月22日㈮ 11時～ 14時～

室 岡 公 民 館 ／ 大 広 間 50人 1月22日㈮ 19時～
1月24日㈰ 17時～

東 公 民 館 ／ ５ 号 室 80人 1月22日㈮ 15時～ 17時～
1月23日㈯ 11時～ 14時～

児童センター／体育遊戯室 80人 1月23日㈯ 11時～ 14時～ 16時～

蒲 原 公 民 館 ／ 大 広 間 80人 1月23日㈯ 17時～
1月24日㈰ 11時～

忠 見 公 民 館 ／ 大 広 間 80人 1月24日㈰ 15時～ 17時～

総
務
省
に
よ
る　
　

説

明
会
を
開
催
し
ま
す

説明会の
日程

無  

料

を楽しむための地上デジタル放送

あ
なた
の声で

八
女
市
議
会
議
員
増
員

選
挙
が
行
わ
れ
ま
す

２
14
日あ

なた
の未来
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八
女
市
消
防
団
長
と
し
て
、
平
成

14
年
か
ら
地
域
の
安
心
安
全
を

担
っ
て
い
る
坂
田
さ
ん
。
今
回
の
受
章
は

「
八
女
市
消
防
団
を
代
表
し
て
い
た
だ
い

た
も
の
」
と
喜
び
の
表
情
で
す
。

　

江
戸
時
代
、
火
消
組
か
ら
始
ま
っ
た

と
い
わ
れ
る
消
防
団
で
す
が
、
現
在
は

地
域
に
残
る
若
者
の
数
が
減
り
、
市
外

へ
勤
め
に
出
る
人
の
割
合
も
増
え
、
団

員
の
確
保
が
難
し
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。

そ
の
た
め
八
女
市
で
は
、
地
域
に
お
け

る
自
主
防
災
の
組
織
づ
く
り
を
進
め
て

い
ま
す
。
ま
た
、
昨
年
４
月
に
は
女
性

消
防
団
員
40
人
が
新
た
に
加
わ
り
、
こ

れ
か
ら
の
活
躍
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

「
消
防
団
の
活
動
内
容
も
、
防
火
防
災
の

ほ
か
に
警
察
と
連
携
し
て
行
方
不
明
者

の
捜
索
や
地
域
の
見
守
り
な
ど
、
様
々

な
役
割
が
増
え
て
き
ま
し
た
。
行
方
不

明
者
を
捜
索
し
て
、
無
傷
で
見
つ
か
っ
た

と
き
な
ど
は
本
当
に
う
れ
し
い
で
す
ね
」

「
時
代
は
変
わ
っ
て
い
っ
て
も
、
地
域
を

守
っ
て
い
る
と
い
う
誇
り
は
変
わ
ら
な

い
」
と
、
坂
田
さ
ん
。

「
団
員
は
み
ん
な
地
域
の
代
表
と
い
う
気

持
ち
を
持
っ
て
、
一
生
懸
命
頑
張
っ
て
い

ま
す
。
団
員
み
ん
な
に
感
謝
す
る
と
と
も

に
、
団
員
を
支
え
て
く
れ
て
い
る
配
偶
者

の
皆
さ
ん
に
も
大
変
感
謝
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
こ
れ
か
ら
も
地
域
の
ご
協
力
を
得

な
が
ら
、
地
域
を
挙
げ
て
安
心
安
全
の

ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
」

　「
古
民
家
を
農
村
の
生
活
体
験
施

設
に
」
と
修
復
作
業
が
行
わ
れ
て

い
た
「
旧
川
口
邸
」（
轟
）
の
落
成

式
が
12
月
12
日
㈯
に
あ
り
ま
し
た
。

　

川
口
邸
は
造
り
酒
屋
を
営
ん
で

い
た
川
口
喜
平
さ
ん
の
居
宅
と
し

て
約
１
５
０
年
前
に
建
て
ら
れ
ま

し
た
。
建
物
は
奥
八
女
地
域
の
伝

統
的
な
在
来
工
法
で
、
６
寸
角
の

柱
で
構
成
さ
れ
、
大
黒
柱
は
10
寸

と
巨
大
で
す
。
な
ま
こ
壁
や
鏝こ
て

絵え

な
ど
が
残
る
優
美
な
邸
宅
で
す
が
、

空
き
家
と
な
っ
て
10
年
以
上
が
経

過
し
老
朽
化
が
進
ん
で
い
ま
し
た
。

　

持
ち
主
の
川
口
俊た
か
しさ

ん
か
ら
、

ほ
た
る
と
石
橋
の
館
・
ふ
る
さ
と

わ
ら
べ
館
を
管
理
す
る
特
定
非
営

利
活
動
法
人
グ
ラ
ウ
ン
ド
ワ
ー
ク

福
岡
に
土
地
と
建
物
が
寄
贈
さ
れ
、

国
土
交
通
省
の
補
助
金
や
地
元
の

寄
附
な
ど
に
よ
り
費
用
を
ね
ん
出
。

地
元
の
杉
や
檜
な
ど
を
材
料
に
地

元
の
大
工
や
左
官
が
作
業
を
行
い
、

地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
も
協
力
し
な

が
ら
修
復
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

落
成
式
の
中
で
グ
ラ
ウ
ン
ド
ワ
ー

ク
福
岡
の
河
野
泰
治
理
事
長
は
、

「
国
土
交
通
省
の
補
助
を
受
け
、
八

女
市
や
地
元
の
皆
さ
ん
の
協
力
の
も

と
で
こ
の
日
を
迎
え
ま
し
た
。
今
後

は
施
設
を
有
効
に
活
用
し
て
い
き
た

い
」
と
あ
い
さ
つ
。
寄
贈
し
た
川
口

さ
ん
は
、「
見
事
に
よ
み
が
え
っ
て
感

無
量
。
地
域
の
観
光
の
拠
点
と
な
っ

て
ほ
し
い
」
と
安
堵
の
表
情
で
し
た
。

　

そ
の
後
、「
体
験
活
動
と
子
ど
も
の

発
達
」
と
題
し
て
福
岡
教
育
大
学
井

上
豊
久
教
授
の
講
演
が
あ
り
ま
し
た
。

地
域
を
挙
げ
て
、安
心
安
全
の
ま
ち
づ
く
り
を

農村の生活体験施設
として古民家を再生

グラウンドワーク福岡

藍綬褒章
おめでとう
ございます

八
女
市
消
防
団
団
長　

坂
田
義
幸
さ
ん
（
牟
田
）

平
成
21
年
秋
の
褒
章
で
、
八
女
市
消
防
団
長
の
坂
田
義
幸
さ
ん
が
藍ら
ん

綬じ
ゅ

褒ほ
う

章し
ょ
うを
受
章
し
ま
し
た
。
喜
び
の
声
を
お
伝
え
し
ま
す
。

※
藍
綬
褒
章
＝
公
衆
利
益
の
た
め
の
業
務
に
長
年
尽
力
し
た
人
に
授
与
さ
れ
る

坂田義幸さん（さかた・よしゆき）
昭和47年4月1日八女市消防団に入
団。平成7年 4月1日から八女市消
防団副団長、平成14年7月8日から
八女市消防団団長。

落成式の様子

グラウンドワークの河野理事長（左）と川口さん

2階の広間 2階に残る駕籠（かご）

裏側からは鏝絵が見えます

上陽町轟
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◉
所
得
税
の
確
定
申
告
を
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
主
な
人

①
中
途
退
職
し
た
人
で
、
給
与
の
年
末

調
整
が
さ
れ
て
い
な
い
人

②
給
与
を
２
か
所
以
上
か
ら
も
ら
っ
て

い
る
人

③
年
末
調
整
で
扶
養
や
生
命
保
険
等
の

控
除
を
漏
ら
し
て
い
た
人

④
医
療
費
控
除
を
申
告
す
る
人

⑤
平
成
21
年
中
に
ロ
ー
ン
で
住
宅
を
取

得
し
た
人

⑥
給
与
収
入
が
２
千
万
円
以
上
の
人
…

…
な
ど

※
⑤
⑥
に
該
当
す
る
人
は
、
税
務
署
の

申
告
会
場
（
八
女
伝
統
工
芸
館
）
を
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

◉
申
告
し
な
い
ま
ま
で
い
る
と

▽
６
月
か
ら
予
定
し
て
い
る
平
成
22
年

度
所
得
証
明
書
（
※
）
や
課
税
証
明
書

の
発
行
が
で
き
ま
せ
ん
。
証
明
を
必
要

と
す
る
各
種
申
請
が
で
き
な
い
場
合
が

あ
り
ま
す
。

▽
国
民
健
康
保
険
税
の
軽
減
対
象
と
な

る
人
は
、
軽
減
を
受
け
ら
れ
ま
せ
ん

※
「
平
成
22
年
度
所
得
証
明
書
」
は
、

平
成
21
年
１
月
１
日
か
ら
12
月
31
日
ま

で
の
所
得
を
証
明
す
る
も
の
で
す
。

「
所
得
税
の
確
定
申
告
」
と
「
市
県
民

税
の
申
告
」
の
違
い

　

国
に
納
め
る
税
（
所
得
税
）
の
確
定

申
告
は
、地
方
に
納
め
る
税（
市
県
民
税
）

の
申
告
を
兼
ね
て
い
ま
す
の
で
、
税
務

署
に
確
定
申
告
す
る
人
は
、
市
県
民
税

の
申
告
を
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

確
定
申
告
を
提
出
す
る
必
要
が
な
い

人
で
も
、
収
入
が
あ
る
人
、
収
入
が
な

く
家
族
の
扶
養
に
入
っ
て
い
な
い
人
は
、

市
役
所
へ
市
県
民
税
の
申
告
書
を
提
出

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
事
前
に
帳
簿

や
領
収
書
等
の
整
理
を
し
、
収
入
金
額

と
必
要
経
費
を
算
出
し
申
告
に
備
え
て

く
だ
さ
い
。
待
ち
時
間
短
縮
の
た
め
に

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

平成21年分の
申告が始まります

所得税・市県民税

税
２月から平成21年分の所得税・市県民税の申告が始
まります。帳簿や領収書などの整理と、早めの申告を
　　　お願いします。

住宅ロー
ン控除可
能額

引ききれな
い控除額

所得税額 所得税納
付額なし

市県民税
額

市県民税
納付額

市県民税から控除

※▼住宅ローン控除のイメージ 

所得税

市県民税

◉問い合わせ＝市役所税務課市民税係（☎２３・１１１３）

▼上陽支所
日　程 午　前 午　後 会 場 時 間
２月２日㈫ 旧東山校区 旧上横山校区

２月３日㈬ 旧下横山校区 旧尾久保校区

２月４日㈭ 旧久木原校区 旧北川内校区

２月５日㈮ 旧北川内校区 旧北川内校区

▼八女市役所
日　程 会　場 時　間

２月１６日㈫
～

３月１５日㈪
八女市役所２０５会議室
（2階北庁舎※下図参照）

 ９時～
　１６時３０分

上
陽
支
所

２
階
大
会
議
室

市県民税の申告相談日程

９
時
〜
16
時
30
分

※上陽町地区については旧校区で日程を振り分けていますが、混
雑が予想されます。待ち時間短縮のため、農業等の収支計算や
領収書は事前に必ず整理してから申告会場にお越しください。
※以降の申告は、下記八女市役所205会議室をご利用ください。

※申告期間中の申告会場は大変混
雑し、長時間お待たせすることも
ありますのでご了承ください。
※八女市役所での申告は、お住ま
いの地区に関係なく申告できます。
※昨年までと申告会場が異なりま
すので、ご注意ください。

▼市役所2階見取図

階段

北庁舎

人事秘書課

総
務
課

205会議室

●印鑑（認印で可）　●申告書（送付されている人）
●申告者ご本人名義の口座（所得税の還付申告をする人）
●源泉徴収票（給与収入・年金収入のある人）
●帳簿等（自営業・農業・不動産）●購買取引報告書（ＪＡ発行）
●収入・経費を証明できるもの
●生命保険料控除証明書　●地震保険料控除証明書
●損害保険料控除証明書（長期のみ）
●国民健康保険税の納付証明書　●介護保険料の納付証明書
●社会保険料（国民年金保険料）控除証明書　●障害者手帳
●医療費の領収書　●医療費にかかる高額療養費や、生命保
険の給付金等がある人は、補てんされた金額が分かるもの

平
成
21
年
分

確
定
申
告
に
つ
い
て

▼申告に必要なもの

図
１

注）2月1日以降、課の配置が変わります

議会事務局

申告会場は
２階になります
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◉
住
宅
借
入
金
等
特
別
税
額
控
除
の
創

設 

に
つ
い
て

　

所
得
税
の
住
宅
ロ
ー
ン
特
別
控
除
の

適
用
を
受
け
て
い
る
人
で
、
一
定
の
要
件

を
満
た
せ
ば
、
当
該
年
分
の
所
得
税
か

ら
控
除
し
き
れ
な
か
っ
た
額
が
、
翌
年

度
分
の
市
県
民
税
か
ら
控
除
さ
れ
ま
す
。

《
対
象
者
》　

平
成
21
年
1
月
1
日
か
ら

平
成
25
年
12
月
31
日
ま
で
に
新
築
ま
た

は
増
改
築
し
入
居
し
た
人
で
、
所
得
税

の
住
宅
ロ
ー
ン
控
除
の
適
用
が
あ
る
人

《
控
除
額
》　

以
下
の
い
ず
れ
か
小
さ
い

額
が
控
除
さ
れ
ま
す
。

①
所
得
税
の
住
宅
ロ
ー
ン
特
別
控
除
可

能
額
の
う
ち
、
所
得
税
か
ら
控
除
し
き

れ
な
か
っ
た
額

②
所
得
税
の
課
税
総
所
得
金
額
等
の
額

に
、
５
％
を
乗
じ
て
得
た
額
（
最
高
９

万
７
５
０
０
円
）

《
控
除
適
用
期
間
》　

10
年
間
（
所
得
税

の
住
宅
ロ
ー
ン
特
別
控
除
の
適
用
を
受

け
て
い
る
期
間
）

《
手
続
の
方
法
》　

１
年
目
は
、
税
務
署

等
で
所
得
税
の
住
宅
ロ
ー
ン
特
別
控
除

の
確
定
申
告
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。
２

年
目
以
降
は
、
給
与
の
年
末
調
整
の
際
、

勤
務
先
へ
「
住
宅
借
入
金
等
特
別
税
額

控
除
申
告
書
」
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

た
だ
し
、
年
末
調
整
が
済
ん
で
い
な

い
人
や
、
給
与
所
得
以
外
の
所
得
が
あ

る
人
な
ど
に
つ
い
て
は
、
税
務
署
等
で

確
定
申
告
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

従
来
の
税
源
移
譲
に
伴
う
住
宅
借
入

金
等
特
別
控
除
（
平
成
11
年
か
ら
平
成

18
年
に
入
居
し
た
人
）
の
対
象
者
に
つ

い
て
も
、
原
則
申
告
不
要
と
な
り
ま
す
。

※
右
下
図
①
も
参
照
く
だ
さ
い
。

◉
寄
附
金
税
額
控
除
の
対
象
と
な
る
寄

附
金
の
対
象
範
囲
が
拡
充
さ
れ
ま
し
た

　

平
成
21
年
度
に
創
設
さ
れ
た
寄
附
金

税
額
控
除
の
対
象
に
、
福
岡
県
内
に
事

務
所
を
有
す
る
社
会
福
祉
法
人
等
に
対

す
る
寄
附
金
の
対
象
範
囲
が
拡
充
さ
れ

ま
し
た
（
詳
細
は
福
岡
県
税
条
例
に
準

じ
ま
す
）。

◉
公
的
年
金
等
に
係
る
市
県
民
税
の
特

別
徴
収（
天
引
き
）制
度
が
始
ま
り
ま
す

　

現
在
、
公
的
年
金
等
を
受
給
し
、
市

県
民
税
を
納
税
す
る
義
務
の
あ
る
人

は
、
普
通
徴
収
（
納
付
書
も
し
く
は
口

座
振
替
）
に
よ
り
納
め
て
い
た
だ
い
て

い
ま
す
。
平
成
22
年
10
月
か
ら
は
、
支

払
わ
れ
る
年
金
か
ら
年
金
保
険
者
が
市

県
民
税
を
天
引
き
し
、
市
町
村
へ
直
接

納
入
す
る
「
特
別
徴
収
」
が
始
ま
り
ま

す
。
こ
れ
は
徴
収
方
法
を
変
更
す
る
制

度
で
あ
り
、
新
た
な
税
負
担
が
生
じ
る

も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

《
対
象
者
》　

平
成
22
年
４
月
１
日
現
在

65
歳
以
上
の
年
金
受
給
者
（
※
）
で
、

前
年
中
に
市
県
民
税
が
課
税
と
な
る
公

的
年
金
の
支
払
い
を
受
け
た
人
。
年
金

の
支
払
い
が
複
数
あ
る
場
合
に
は
、
介

護
保
険
料
が
特
別
徴
収
さ
れ
る
年
金
が

対
象
と
な
り
ま
す
。

（
※
）
特
別
徴
収
の
対
象
と
な
る
年
金
と

は
、
老
齢
基
礎
年
金
ま
た
は
昭
和
60
年

以
前
の
制
度
に
よ
る
老
齢
年
金
・
退
職
年

金
等
を
言
い
ま
す
。
障
害
年
金
及
び
遺

族
年
金
な
ど
非
課
税
の
年
金
か
ら
は
市

県
民
税
の
引
き
落
と
し
は
さ
れ
ま
せ
ん
。

《
制
度
開
始
時
期
》　

平
成
22
年
10
月
以

降
に
支
払
わ
れ
る
年
金
か
ら
、
市
県
民

税
が
特
別
徴
収
さ
れ
ま
す
。

《
年
金
か
ら
特
別
徴
収
さ
れ
る
税
額
》　

年
金
所
得
に
対
す
る
市
県
民
税
額

《
特
別
徴
収
さ
れ
な
い
人
》

　

次
の
人
は
年
金
か
ら
は
特
別
徴
収

（
天
引
き
）
さ
れ
ず
、
こ
れ
ま
で
ど
お
り

普
通
徴
収
（
納
付
書
も
し
く
は
口
座
振

替
）
で
納
め
て
い
た
だ
き
ま
す
。

▽
老
齢
基
礎
年
金
等
の
支
払
い
額
が
、

年
額
18
万
円
未
満
の
人

▽
所
得
税
、
介
護
保
険
料
等
を
差
し
引

い
た
後
の
年
金
額
か
ら
、
市
県
民
税
が

引
き
き
れ
な
い
人

▽
課
税
年
度
途
中
で
税
額
に
変
更
が
生

じ
た
人

　平成21年1月1日から、上場株式等の配当所得・譲渡
所得に対する軽減税率の適用期間が延長され、所得制限を
設けることなく下記のとおり改正されました。

▼上場株式等の配当所得・譲渡所得に係る軽減税率の特例の延長 

改正後の税率

上場株式等の配当
所得、譲渡所得

所得制限なし
所得税7％
市県民税3％(市民税1.8％、県民税1.2％)

適用期間 平成21年1月1日～平成23年12月31日

◆6月と8月は年金に係る年税額の4分の１ずつをこれまでど
おり普通徴収（納付書もしくは口座振替）で納めていただきます。
◆10月・12月・2月は年金に係る年税額の6分の１ずつを年金
から特別徴収（天引き）します。

納め方 特別徴収（年金から天引き）
月 4月 6月 8月 10月 12月 2月
算出
方法 1/3 1/3 1/3

◆４月・６月・８月は前年２月と同額を特別徴収（天引き）します。
◆１０月・１２月・２月は年税額の残りの３分の１ずつを特別徴収（天
引き）します。

平
成
22
年
度
課
税

（
21
年
分
）の
主
な

改
正
点

▼年金からの特別徴収に係る市県民税、平成22年度
（初年度）の納め方

▼特別徴収に係る市県民税、平成23年度の納め方

具体例 所
得
税
・
市
県
民
税
に
つ
い
て
主

な
改
正
点
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

●
こ
の
ペ
ー
ジ
に
関
す
る
問
い
合

わ
せ
＝
八
女
市
役
所
税
務
課
市
民

税
係
（
☎
２
３
・
１
１
１
３
）

●
八
女
税
務
署
の
確
定
申
告
相
談

会
場
も
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▽
会
場
＝
八
女
伝
統
工
芸
館

▽
期
間
＝
平
成
22
年
１
月
26
日
㈫

〜
３
月
15
日
㈪
※
土
日
、
祝
日
除
く

▽
時
間
＝
９
時
〜
16
時

八
女
税
務
署（
☎
２
３・５
１
９
１
）

●
国
税
庁
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は
、

ご
自
宅
の
パ
ソ
コ
ン
か
ら
24
時
間

い
つ
で
も
所
得
税
・
消
費
税
の
確

定
申
告
書
等
が
作
成
で
き
ま
す
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

http://w
w
w
.nta.go.jp

前年度２月と同じ額

納め方 普通徴収（納付書） 特別徴収（年金から天引き）
月 ６月 ８月 10月 12月 ２月
算出
方法 1/4 1/4 1/6 1/6 1/6

特別徴収される年税額の 特別徴収される年税額の

特別徴収される年税額の残りの
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今
か
ら
ざ
っ
と
百
年
前
、
明
治

三
十
七
、八
年
の
日
露
戦
争
の

最
終
戦
を
飾
っ
た
の
は
日
本
海
海
戦
で
し
た
。
海
戦

の
日
本
側
名
参
謀
の
素
描
と
、
同
時
代
に
織
ら
れ
た

久
留
米
絣
の
傑
作
品
の
挿
話
を
記
述
し
ま
す
。
Ｎ
Ｈ

Ｋ
テ
レ
ビ
の
特
別
ド
ラ
マ
「
坂
の
上
の
雲
」
が
昨
秋

か
ら
放
映
を
始
め
た
の
に
刺
激
を
受
け
ま
し
た
。
原

作
は
司
馬
遼
太
郎
さ
ん
（
平
成
八
年
急
逝
、
七
十
二
歳
）

の
代
表
作
の
一
つ
で
す
。
話
は
い
き
な
り
横
道
に
そ

れ
ま
す
が
、
司
馬
さ
ん
と
私
は
同
年
齢
で
、
戦
時
中

の
軍
隊
経
験
期
間
も
同
じ
ぐ
ら
い
で
す
。
と
こ
ろ
が

グ
レ
シ
ャ
ム
の
法
則「
悪
貨
は
良
貨
を
駆
逐
す
る
」（
注

一
）
で
天
才
的
な
作
家
だ
っ
た
良
貨
の
司
馬
さ
ん
は

早
く
も
姿
を
消
し
、
品
質
劣
等
の
悪
貨
で
あ
る
私
は

厚
か
ま
し
く
も
今
日
ま
で
馬
齢
を
重
ね
て
い
ま
す（
閑

話
休
題
）。

　

原
作
「
坂
の
上
の
雲
」
を
私
は
三
十
数
年
前
、
文

庫
版
（
全
八
巻
）
で
読
み
、
近
代
日
本
の
基
礎
を
作
っ

た
明
治
期
の
人
た
ち
の
燃
え
る
精
神
に
感
激
し
ま
し

た
。
ま
た
秋
山
真さ
ね

之ゆ
き

（
後
述
）
と
い
う
海
軍
の
名
参

謀
が
い
た
こ
と
を
こ
の
本
で
知
り
ま
し
た
。

　

日
清
戦
争
（
明
治
二
十
七
、八
年
）
後
、
ロ
シ
ア
帝
国

は
露
骨
に
極
東
へ
の
侵
略
政
策
を
は
じ
め
、
沿
海
州

か
ら
満
州
（
現
在
の
中
国
東
北
地
方
）
を
経
て
南
下
し
朝

鮮
半
島
ま
で
及
び
ま
し
た
。
日
本
へ
の
圧
迫
も
次
第

に
強
く
な
り
、
我
が
国
の
独
立
さ
え
脅
か
さ
れ
る
情

勢
に
な
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
我
が
国
は
自
衛
の
た
め

に
全
国
民
が
一
丸
と
な
っ
て
立
ち
上
が
っ
た
の
が
日
露

戦
争
で
し
た
。
宣
戦
布
告
は
明
治
三
十
七
年
二
月
十

日
。
満
州
に
お
け
る
陸
戦
で
は
日
本
軍
が
一
応
押
し

気
味
で
し
た
が
、
ロ
シ
ア
側
で
は
「
敗
戦
」
と
は
認

め
て
お
ら
ず
、
日
露
両
国
の
運
命
は
次
に
行
わ
れ
る

で
あ
ろ
う
海
戦
に
賭
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
ロ
シ
ア
が
欧
州
の
バ
ル
ト
海
か
ら
派
遣
し
た
バ
ル

チ
ッ
ク
艦
隊
（
戦
艦
八
隻
の
ほ
か
巡
洋
艦
、
駆
逐
艦
な
ど
約

五
十
隻
）、
こ
れ

を
迎
え
撃
つ
日

本
海
軍
、
東
郷

平
八
郎
大
将
率

い
る
連
合
艦
隊

（
戦
艦
四
隻
の
ほ
か

巡
洋
艦
、
駆
逐
艦

な
ど
約
五
十
隻
）

と
の
決
戦
が
ど

う
な
る
か
？
世

界
各
国
の
予
想

で
は
「
日
本
海

軍
は
ロ
シ
ア
艦
隊
に
か
な
わ
な
い
」
で
し
た
。

　

と
こ
ろ
が
日
本
海
軍
に
は
天
才
的
な
参
謀
、
当
時

三
十
七
歳
の
秋
山
真
之
中
佐
が
健
在
で
し
た
。
秋
山

は
数
年
前
か
ら
日
本
の
古
い
水
軍
書
を
数
十
冊
読

み
新
戦
術
を
編
み
出
し
て
い
ま
し
た
。
ロ
シ
ア
艦
隊

は
旗
艦
を
先
頭
に
五
十
余
隻
が
二
列
縦
陣
で
対
馬

海
峡
へ
入
っ
て
き
ま
し
た
。
と
き
に
明
治
三
十
八
年

五
月
二
十
七
日
午
後
二
時
十
分
ご
ろ
で
し
た
。
迎
撃

の
隊
形
に
入
っ
た
東
郷
艦
隊
の
主
力
十
四
隻
は
、
驚

く
な
か
れ
敵
艦
隊
の
前
方
で
横
一
文
字
の
隊
形
へ
変

換
し
敵
の
頭
を
お
さ
え
た
の
で
す
。
海
軍
用
語
で
は

「
Ｔ
字
戦
法
」。
秋
山
が
考
案
し
た
戦
術
で
す
。
こ
の

隊
形
は
敵
に
船
の
横
腹
を
見
せ
る
た
め
標
的
に
な

り
や
す
く
危
険
な
戦
法
で
す
。
ロ
シ
ア
参
謀
は
「
東

郷
は
狂
し
た
か
」
と
一
斉
に
発
砲
し
ま
し
た
が
、
砲

手
の
腕
が
未
熟
で
日
本
艦
へ
の
命
中
弾
は
わ
ず
か
で

し
た
。
十
五
分
間
で
Ｔ
字
隊
形
を
完
了
し
た
東
郷

艦
隊
主
力
は
全
艦
の
片
舷
砲
百
二
十
七
門
を
一
斉

に
敵
の
一
番
艦
に
集
中
さ
せ
て
戦
闘
不
能
に
、
次
は

百
二
十
七
門
で
二
番
艦
を
沈
め
、
こ
の
戦
法
で
敵
は

支
離
滅
裂
と
な
り
ま
し
た
。
そ
の
日
の
夜
戦
で
も
秋

山
戦
法
を
活
か
し
た
駆
逐
艦
、
水
雷
艇
が
残
敵
を
沈

め
ま
し
た
。

　

2
日
間
の
日
本

軍
の
戦
果
は

◇
撃
沈
し
た
軍
艦

は
戦
艦
六
隻
、
巡

洋
艦
四
、
駆
逐
艦

四
、
仮
装
巡
洋
艦

な
ど
五
、
捕
獲
し

た
も
の
戦
艦
二
、

駆
逐
艦
な
ど
三
、

抑
留
し
た
も
の
病

院
船
二
（
ウ
ラ
ジ
オ

ス
ト
ク
へ
の
遁
走
に
成
功
し
た
ロ
シ
ア
艦
は
小
巡
洋
艦
な
ど
四

隻
の
み
で
し
た
）

　
ロ
シ
ア
艦
隊
司
令
長
官
は
負
傷
の
た
め
佐
世
保
海

軍
病
院
で
入
院
治
療
。ロ
シ
ア
軍
戦
死
者
約
五
千
人
、

捕
虜
は
六
千
百
余
人
、
こ
れ
に
対
し
日
本
軍
の
損
害

は
水
雷
艇
三
隻
沈
没
、
戦
死
者
百
数
十
人
で
し
た
。

司
馬
さ
ん
は
同
著
で
「
人
類
の
戦
争
で
、
こ
れ
ほ
ど

完
璧
な
勝
利
は
こ
の
戦
い
が
は
じ
め
て
で
そ
の
後
も

な
か
っ
た
」
と
記
述
し
て
い
ま
す
。

　

名
参
謀
だ
っ
た
秋
山
真
之
は
戦
後
、
お
役
所
内
で

突
拍
子
も
な
い
言
動
が
多
く
な
り
、
一
部
で
は
「
一

人
格
に
天
才
と
狂
人
が
同
居
し
て
い
る
」
と
噂
さ
れ

ま
し
た
。
の
ち
中
将
に
な
り
ま
し
た
が
病
気
が
ち
で
、

大
正
七
年
二
月
永
眠
。
五
十
歳
の
若
さ
で
し
た
。

日
本
海
海
戦
で
の
日
本
軍
戦
艦
は
旗
艦
三

笠
、
富
士
ほ
か
二
隻
で
し
た
。
戦
勝
で

軍
艦
を
モ
デ
ル
に
し
た
久
留
米
絣
（
フ
ト
ン
の
皮
）
が

約
百
年
前
に
織
ら
れ
ま
し
た
。
私
が
収
集
し
て
い
る

明
治
期
の
絣
十
数
点
は
私
に
語
り
か
け
る
「
師
匠
」

で
す
。
そ
の
一
枚
に
「
世
界
無む

雙そ
う
、
富
士
」（
写
真
）

が
あ
り
ま
す
。
戦
艦
「
富
士
」
は
明
治
三
十
年
に
英

国
で
製
造
し
た
日
本
最
初
の
戦
艦
で
す
。
海
戦
で
は

戦
艦
ボ
ロ
ジ
ノ
を
撃
沈
す
る
な
ど
活
躍
し
ま
し
た
。

　
フ
ト
ン
皮
「
富
士
」
の
サ
イ
ズ
は
一
八
〇
セ
ン
チ
×

一
五
〇
セ
ン
チ
。
海
軍
旗
、
日
章
旗
な
ど
四
本
の
旗

は
朱
色
に
、
海
水
は
ハ
ナ
ダ
色
（
薄
い
藍
色
）
で
す
。

か
す
り
糸
の
く
く
り
技
術
が
活
き
て
い
ま
す
。
染
織

の
現
代
の
名
匠
、森
山
虎
雄
さ
ん
は
一
見
さ
れ
て
『
現

代
で
こ
れ
だ
け
高
い
技
術
を
持
っ
た
工
人
は
数
人
で

し
ょ
う
』
と
語
ら
れ
ま
し
た
。
約
百
年
前
「
富
士
」

な
ど
の
絣
は
筑
後
地
方
農
村
の
普
通
の
婦
女
子
が

織
っ
た
も
の
で
す
。

　

明
治
期
の
新
国
民
た
ち
は
一
人
一
人
が
自
発
的
に

「
立
派
な
国
家
を
作
ろ
う
」
と
一
生
懸
命
で
し
た
。
明

治
日
本
の
国
民
が
持
っ
て
い
た
〝
一
生
懸
命
さ
〞
が

婦
女
子
の
仕
事
で
も
名
品
を
生
む
結
果
と
な
っ
た
、

と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　
（
八
女
ふ
る
さ
と
塾
塾
長
／
松
田
久
彦
）

《
注
一
》
英
国
の
財
政
家
グ
レ
シ
ャ
ム
（
一
五
一
九
〜
七
九
年
）

が
唱
え
た
法
則
「
一
国
内
の
金
属
貨
幣
で
法
定
価
値
が
等
し
い

も
の（
例
え
ば
一
両
小
判
）で
も
金
の
含
有
量
の
多
い
金
貨（
良

貨
）は
退
蔵
さ
れ
て
姿
を
消
し
、そ
れ
よ
り
質
が
劣
る
金
貨（
悪

貨
）
が
市
中
に
は
び
こ
る
」
と
い
う
社
会
現
象
。

日
本
海
海
戦
と
絣

「
戦
艦
」
モ
デ
ル
の
絣

フトン皮絣「世界無雙　富士」

「
わ
が
師
、
わ
が
友
」
そ
の
十
二

（題字／松田久彦さん）

㉙
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成
22
年
の
八
女
市
横
町
町

家
交
流
館
企
画
展
の
第
一

弾
と
し
て
、「
新
春
企
画
作
品
展
」

を
開
催
し
ま
す
。
八
女
地
区
で
活

動
す
る
創
作
家
20
人
が
、
そ
れ
ぞ

れ
新
年
に
向
け
て
の
新
た
な
思
い

を
形
に
し
ま
し
た
。
ぜ
ひ
皆
さ
ん

ご
来
館
く
だ
さ
い
。

●
期
間
＝
１
月
５
日
㈫
〜
１
月
31

日
㈰

10
時
〜
17
時
（
入
館
無
料
・
無
休
）

●
会
場
＝
横
町
町
家
交
流
館
（
八

女
市
本
町
９
４
番
地
）

●
問
い
合
わ
せ
＝
同
館
（
☎
２
３
・

４
３
１
１
）

新春企画作品展
平

1月の
横町町家
交流館の
催し

Q
１
岩
戸
山
古
墳
の
そ
ば
に
岩
戸
山
歴
史
資

料
館
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
資
料
館
で
は
見
学

者
の
10
人
に
１
人
が
あ
る
こ
と
を
し
て
し
ま
い

ま
す
。
さ
て
、
そ
れ
は
何
で
し
ょ
う
。

㋐
展
示
品
の
石
人
に
手
を
合
わ
せ
て
お
祈
り
を
す
る
。

㋑
展
示
品
の
石
馬
に
ま
た
が
っ
て
し
ま
う
。

㋒
よ
く
見
よ
う
と
シ
ョ
ー
ケ
ー
ス
の
ガ
ラ
ス
に

お
で
こ
を
ぶ
つ
け
る
。

Q
２
八
女
の
方
言
で「
ビ
キ
タ
ン
」「
タ
ン
ガ
ク
」

「
ワ
ク
ド
」
と
い
え
ば
、
ど
ん
な
生
き
も
の
で

し
ょ
う
か

㋐
ザ
リ
ガ
ニ
㋑
ト
ン
ボ
㋒
ク
ワ
ガ
タ
㋓
カ
エ
ル

　

さ
て
、
あ
な
た
は
分
か
り
ま
し
た
か
？
答
え

は
次
の
と
お
り
で
す
。
八
女
検
定
に
関
す
る
問

い
合
わ
せ
は
八
女
市
人
権
・
同
和
教
育
課
へ
ど

う
ぞ
（
☎
２
３
・
２
０
７
４
）　

　
上
妻
よ
ら
ん
か
い
（
上
妻
校
区
人
権
の
ま
ち

づ
く
り
推
進
協
議
会
）
が
、
平
成
21
年
度
市
民

と
の
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
提
案
事
業
の
採

択
を
受
け
制
作
し
て
い
た
「
八
女
検
定
中
級
編
」

が
こ
の
ほ
ど
完
成
し
ま
し
た
。「
八
女
検
定
の
上

妻
版
、八
幡
版
も
で
き
、三
河
版
も
検
討
中
で
す
。

検
定
の
輪
を
全
八
女
地
域
に
広
め
て
い
き
た
い
」

と
國
友
浩
会
長
。
内
容
の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。

2月6日㈯長峰小学
校で実施される4校
区合同人権講演会で
も、八女検定が実施
されます。チャレン
ジしてみてください。

答
え　

Ｑ
１
＝
㋒　

Ｑ
２
＝
㋓　

11
月
末
現
在
累
計
額
＝
６
１
1
万
４
８
６
７
円

《
ふ
る
さ
と
支
援
寄
附
金
》
１
口
５
千
円
と
し
て
積
み
立

て
次
の
事
業
に
使
用
し
ま
す
。
①
地
場
産
品
発
掘
・
ブ

ラ
ン
ド
化
②
未
来
を
担
う
子
ど
も
の
教
育
及
び
少
子
化

対
策
③
観
光
振
興
・
交
流
④
環
境
保
全
⑤
そ
の
他

●
問
い
合
わ
せ
＝
行
財
政
改
革
推
進
課
・
行
政
経

営
係
（
☎
２
３・１
３
４
６
）

香
典
返
し
※
寄
附
者
氏
名
（
行
政
区
）・
続
柄
・
故
人
名
の
順

●
市
社
会
福
祉
協
議
会
へ

▽
浅
川
健
吾
（
上
新
庄
）
＝
亡
妻
・
浅
川
末
子
様

▽
馬
場
キ
ヨ
カ
（
尾
久
保
）
＝
亡
夫
・
馬
場
麓
様

▽
松
木
マ
チ
エ（
中
柳
瀬
）
＝
亡
夫・
松
木
康
雄
様

▽
小
野
輝
夫
（
杉
町
）
＝
亡
妻
・
小
野
サ
カ
ヱ
様

▽
井
上
太
（
黒
岩
）
＝
亡
姉
・
井
上
ト
シ
エ
様

一
般
寄
付

●
市
社
会
福
祉
協
議
会
へ

▽
高
塚
さ
し
こ
の
会
＝
金
一
封

●
市
教
育
委
員
会
へ

▽
古
池
哲
夫
（
本
町
）
＝
金
一
封

●
三
河
小
学
校
へ

▽
三
河
校
区
運
動
会
実
行
委
員
会
＝
図
書
カ
ー
ド

●
川
崎
小
学
校
へ

▽
川
原
町
水
道
組
合
代
表
・
佐
々
木
正
典
＝
金
一封

●
長
峰
小
学
校
へ

▽
溝
尻
由
美
子
（
宅
間
田
）
＝
図
書
カ
ー
ド

●
岡
山
小
学
校
へ

▽
岩
部
茂
隆
（
今
福
）
＝
光
触
媒
新
型
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
バ
ス
タ
ー

●
見
崎
中
学
校
へ

▽
忠
見
ゴ
ル
フ
会
＝
生
徒
用
図
書

 

寄
附
の
お
礼
（
敬
称
略
）

 

ふ
る
さ
と
支
援
寄
附
の
お
礼
（
敬
称
略
）

「
八
女
検
定 

中
級
編
」

が
で
き
ま
し
た
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市民の

声ｖｏｉｃｅ
皆さんからの写真、イラスト、詩、
俳句、身辺雑記、市へのご意見や質
問などの投稿をお待ちしています。

　
国
保
の
保
険
証
を
カ
ー
ド
化
し
て
く
だ
さ
い
。

里
帰
り
出
産
の
際
や
、
急
な
病
気
の
時
、
一
家
に

一
枚
だ
と
大
変
困
り
ま
す
。
カ
ー
ド
な
ら
一
人
一

枚
な
の
で
、
財
布
に
入
れ
て
お
け
ま
す
。
小
さ
い

子
ど
も
も
い
ま
す
し
義
親
と
同
居
な
の
で
、
一
人

一
枚
欲
し
い
で
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
20
代
女
性
）

　
国
保
の
保
険
証
で
、
ご
不
便
お
か
け
し
て
い
る

こ
と
を
お
詫
び
致
し
ま
す
。
保
険
証
の
カ
ー
ド
化

に
つ
い
て
は
、
高
額
の
導
入
経
費
や
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ

ス
ト
が
必
要
に
な
る
こ
と
か
ら
、
慎
重
に
検
討
を

し
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
現
在
国
に
お
い
て
、
国

民
年
金
、
健
康
保
険
証
、
介
護
保
険
証
の
三
つ
の

役
割
を
果
た
す「
社
会
保
障
カ
ー
ド
」（
仮
称
）を
、

平
成
23
年
度
を
め
ど
に
導
入
す
る
こ
と
が
検
討
さ

れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
が
導
入
さ
れ
る
と
一
人
一
枚
の

カ
ー
ド
に
な
り
ま
す
の
で
、
そ
れ
ま
で
お
待
ち
い

た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
里
帰
り
出
産
や
旅
行

な
ど
で
保
険
証
が
別
に
必
要
な
場
合
は
交
付
で
き

ま
す
の
で
、
市
民
課
保
険
年
金
係
の
窓
口
で
申
請

さ
れ
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。
　
　（
市
民
課
）

　
日
ご
ろ
か
ら
献
血
を
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す

が
、
平
日
は
仕
事
を
し
て
お
り
献
血
に
行
く
こ
と

が
で
き
ま
せ
ん
。
私
の
よ
う
に
「
献
血
を
し
た
い

け
れ
ど
時
間
が
な
い
」
と
い
う
人
に
、
土
曜
日
、

日
曜
日
に
も
献
血
が
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
た
だ

く
と
助
か
り
ま
す
。
　
　
　（
40
代
女
性
）

　
献
血
に
対
す
る
ご
意
見
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
八
女
市
に
お
け
る
献
血
は
、
社
会
福
祉

協
議
会
が
事
務
局
を
持
つ
「
献
血
推
進
協
議
会
」

が
計
画
し
て
、
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
現
在
、
校
区
ご
と
に
年
２
回
ず
つ
計
18
回
の
校

区
献
血
の
目
標
を
定
め
て
実
施
し
て
い
ま
す
が
、

年
々
協
力
し
て
い
た
だ
け
る
人
が
少
な
く
な
っ
て

き
て
い
ま
す
。
目
標
達
成
の
た
め
、
行
政
区
長
か

ら
も
土
・
日
・
祝
日
の
実
施
に
つ
い
て
要
望
が
あ
っ

て
い
ま
す
の
で
、
福
岡
県
赤
十
字
血
液
セ
ン
タ
ー

土
日
祝
日
に
も

献
血
を
実
施
し
て
く
だ
さ
い

◎
あ
な
た
の
声
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す

　

市
政
に
対
す
る
ご
意
見
や
苦
情
、
素
朴
な
疑

問
な
ど
、あ
な
た
の「
声
」を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

は
が
き
や
フ
ァ
ッ
ク
ス
、
市
政
目
安
箱
な
ど
を
利

用
し
て
、お
寄
せ
く
だ
さ
い
。「
市
長
へ
の
は
が
き
」

は
紙
面
で
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
く
場
合
が
あ
り

ま
す
。
ま
た
、
市
長
や
担
当
課
な
ど
か
ら
直
接

ご
本
人
へ
回
答
も
し
て
い
ま
す
の
で
、
住
所・
氏

名・
電
話
番
号
等
の
記
入
を
お
願
い
し
ま
す
。

◎
八
女
市
総
合
オ
ン
ブ
ズ
パ
ー
ソ
ン

　

あ
な
た
の
申
し
出
に
よ
り
、あ
な
た
に
代
わ
っ

て
市
政
に
対
す
る
苦
情
を
簡
易
迅
速
に
処
理

し
、
市
の
仕
事
に
不
備
な
点
や
制
度
に
問
題
が

あ
る
と
き
は
、
市
の
機
関
に
是
正
や
改
善
を
求

め
る
意
見
表
明
な
ど
を
行
い
ま
す
。

●
手
続
き
・
問
い
合
わ
せ
＝
オ
ン
ブ
ズ
パ
ー
ソ
ン

事
務
局
（
総
務
課
内 

☎
２
３
・
１
１
１
１
）

に
要
望
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、「
献
血
車
７
台

が
フ
ル
稼
働
し
て
い
る
現
状
で
あ
り
、
厳
し
い
」

と
の
回
答
を
得
て
い
ま
す
。
今
後
も
要
望
を
続
け

て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。

な
お
、
福
岡
市
に
は
ほ
ぼ
毎
日
実
施
し
て
い
る
献

血
ル
ー
ム
が
２
か
所
あ
り
、
ま
た
大
き
な
イ
ベ
ン

ト
と
併
せ
て
実
施
さ
れ
る
献
血
も
あ
り
ま
す
。
お

時
間
が
あ
り
ま
す
と
き
に
は
ご
利
用
い
た
だ
き
ま

す
よ
う
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

《
献
血
ル
ー
ム
》
▼
ハ
ッ
ピ
ー
ク
ロ
ス
イ
ム
ズ
（
福

岡
市
中
央
区
天
神
イ
ム
ズ
8
階
（
☎
０
９
２
・
７

２
６
・
１
１
８
８
）
※
イ
ム
ズ
ビ
ル
休
館
日
は
休
み

▼
献
血
ル
ー
ム
・
キ
ャ
ナ
ル
シ
テ
ィ
（
福
岡
市
博

多
区
キ
ャ
ナ
ル
シ
テ
ィ
ビ
ジ
ネ
ス
セ
ン
タ
ー
ビ
ル

１
階 

☎
０
９
２
・
２
７
２
・
５
８
５
３
）

※
時
間
は
両
会
場
と
も
10
時
〜
13
時
、
14
時
〜

17
時
30
分
　
　（
健
康
課
、
社
会
福
祉
協
議
会
）

国
保
の
保
険
証
を

カ
ー
ド
化
し
て
く
だ
さ
い

ペット大好き♥

チョコは昼間、塀の中から外を眺めています。郵便屋さんや宅配便屋さんが大好きです。（Ｔ・Ｍさん）

　　　　　　　　　　　　　　　　（八女市広報Ｈ 22.1）

　あなたの声を届けてください！

●市長室直通ファックスも無料でご利用いただけます。
　　０１２０・２４・４５５４（フリーダイヤル）
　問い合わせ＝人事秘書課秘書広報係（☎ 23・1110）

　皆さんが日ごろ八女市に対して思っていることを、市長に
届けてください。
　意見・提案・苦言・提言、どんなことでも結構です。将来
の八女市づくりのため問題点は改善し、建設的な内容につい
ては実現に向けて努力してまいります。

写真やイラスト・絵画・短歌・俳句など、何でも結構です。

キリトリセン

キ
リ
ト
リ
セ
ン
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１月の 
八女市立図書館（本館）☎22・2504
　開館時間＝10時～ 20時
　※ 1月 1日～ 2月 1日まで休館
上陽分館（上陽公民館内）☎54・3131
　開館時間＝9時～ 17時 30分

図書館だより

　人生悩みはつ
きないもの。解
決法が見つから
なかったら、図
書館へ足を運ん
でみてください。
この本は、ペー
ジを開くだけで
なごみ、心が軽
くなる一冊です。

寒い冬、ストーブで
あたたまりながら読
みたいやさしい絵本
です。知りたがり屋
のはりねずみハリー
が、毛糸の帽子に鼻
をつっこんだことか
ら始まる物語。挿絵
の美しさも秀逸で、
大人も存分に楽しめ
ます。

図
書
館
員

「Wise words」
人生を素敵にする
60の言葉
ジョー・ライアン編

「ぼうし」
ジャン・ブレット 作

め

の

本

勧
お

⑬Yａｍｅｊｉｎ やめじん…八女で暮らす皆さんを紹介します
　

八
女
伝
統
工
芸
館
で
手
す
き
和
紙

を
担
当
す
る
小
野
さ
ん
。
見
学
者
へ

の
説
明
や
紙
す
き
体
験
者
の
指
導
を

行
っ
て
い
ま
す
。
今
は
市
内
の
小
学
校

６
年
生
が
自
分
の
卒
業
証
書
に
す
る

和
紙
を
す
き
に
訪
れ
る
時
期
。
忙
し

い
な
が
ら
も
充
実
の
毎
日
で
す
。

「
和
紙
は
使
用
の
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
が

多
い
。
便
せ
ん
や
服
、
住
宅
な
ど
さ
ま

ざ
ま
な
も
の
を
生
み
出
し
ま
す
。
そ
の

素
材
的
要
素
に
ひ
か
れ
ま
し
た
」
と

和
紙
の
魅
力
を
語
る
小
野
さ
ん
。
故

郷
の
大
分
を
離
れ
て
京
都
で
和
紙
の

勉
強
を
し
た
後
、
九
州
唯
一
の
和
紙

の
産
地
で
あ
る
八
女
に
移
っ
て
き
ま
し

た
。
伝
統
工
芸
館
で
の
仕
事
の
ほ
か
、

週
１
回
は
松
尾
和
紙
工
房
（
柳
瀬
）

で
研
修
を
受
け
、
和
紙
職
人
を
目
指

し
て
い
ま
す
。

「
松
尾
さ
ん
の
と
こ
ろ
で
は
熟
練
し
た

職
人
の
技
を
直
接
見
る
こ
と
が
で
き

て
、
と
て
も
勉
強
に
な
り
ま
す
。
和
紙

は
原
料
を
作
る
、紙
を
す
く
、乾
か
す
、

選
別
す
る
と
い
っ
た
分
業
制
で
作
ら
れ

て
い
て
、
ど
の
工
程
も
大
事
。
単
純
な

よ
う
で
奥
が
深
い
仕
事
で
す
」

　

そ
う
し
て
作
ら
れ
る
八
女
手
す
き

和
紙
は
、
原
料
の
肥
後
楮
の
繊
維
が

長
い
た
め
紙
が
強
い
と
い
う
特
徴
が
あ

り
、
全
国
的
に
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
一

方
で
「
八
女
の
和
紙
に
つ
い
て
知
ら
な

い
地
元
の
人
も
い
ま
す
」
と
小
野
さ
ん

は
残
念
が
り
ま
す
。「
伝
統
工
芸
を
残

し
て
い
く
の
は
難
し
い
。
で
も
昔
か
ら

の
ス
タ
イ
ル
を
本
来
の
い
い
形
で
残
し

て
い
き
た
い
」
と
、
そ
の
や
り
方
を
模

索
し
て
い
ま
す
。
和
紙
の
魅
力
を
多

く
の
人
に
伝
え
る
た
め
に
、
今
日
も
一

生
懸
命
で
す
。

和
紙
職
人
を
目
指
す   

小お

野の 
加か

代よ

さ
ん（
東
京
町
）

一般書

児童書

1月は図書館本館は休

館です。上陽分館は

通常通り開館します。

《1月の上陽分館の休館日》
1㈷、2㈯、3㈰、4㈪、11㈷、18㈪、
25㈪、29㈮※館内整理日

地元
の人にこ

そ

図書館の名称 開館時間 休館日

八女市立図書館 本館 １０時～２０時 月曜日、最終金曜日

　〃　黒木分館  ９時～17時30分 火曜日、祝日、最終金曜日

　〃　上陽分館

9時～17時30分 月曜日、祝日、最終金曜日
　〃　立花分館

　〃　矢部分館

　〃　星野分館

　

八
女
市
立
図
書
館
本
館
は
、
２
月

１
日
㈪
ま
で
休
館
し
て
い
ま
す
。
本

館
は
２
月
２
日
㈫
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

オ
ー
プ
ン
予
定
で
す
。
上
陽
分
館
は

通
常
通
り
開
館
し
て
い
ま
す
の
で
、

ご
利
用
く
だ
さ
い
。
移
動
図
書
館
も

通
常
通
り
（
１
月
21
日
㈭
）
運
行
い

た
し
ま
す
。

　

平
成
22
年
２
月
１
日
の
合
併
と
と

も
に
下
図
の
と
お
り
図
書
館
が
増
え

ま
す
。八
女
市
立
図
書
館
の
利
用
カ
ー

ド
で
分
館
の
図
書
館
も
利
用
で
き
ま

す
。
分
館
に
あ
る
本
も
本
館
で
借
り

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

★
２
月
６
日
㈯
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
記

念
行
事
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
詳
し

い
こ
と
は
図
書
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。　

重
要
！

八
女
市
立
図
書
館
本
館
は
、

２
月
１
日
㈪
ま
で

休
館
し
て
い
ま
す

図書館カレンダー
１月

ホームページ  www.library.yame.fukuoka.jp

八女伝統工芸館では和紙製品を販売中。
押し花入りのはがき（4枚組500円）な
どが人気です。紙すき体験は、人数によ
り30分ほどで持ち帰ることができます。

和紙の
魅力を伝えたい



　

八
女
市
で
は
人
権
週
間
（
12
月
４
日
〜
10
日
）

の
取
り
組
み
と
し
て
、
12
月
５
日
（
土
）、
八
女

市
農
業
活
性
化
セ
ン
タ
ー
を
中
心
に
「
ス
マ
イ
ル

フ
ェ
ス
タ
や
め
２
０
０
９
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

開
演
直
前
ま
で
大
粒
の
雨
が
降
る
中
、
市
内
外
か

ら
６
０
０
人
が
参
加
。
人
権
に
つ
い
て
新
た
に
考

え
さ
せ
る
き
っ
か
け
と
な
り
ま
し
た
。

　
「
八
女
燈
籠
人
形
」
子
ど
も
教
室
の
み
な
さ
ん

に
よ
る
鼓
や
お
囃
子
な
ど
の
演
奏
と
、
合
唱
団
み

ん
な
で
歌
お
う
の
合
唱
で
幕
を
開
け
た
ス
マ
イ
ル

フ
ェ
ス
タ
。

　

続
い
て
、
地
域
で
人
権
を
守
る
活
動
を
さ
れ
て

い
る
八
幡
校
区
人
権
協
会
長
の
井
上
さ
ん
か
ら
八

幡
ふ
れ
あ
い
広
場
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
、
ま
た
、

上
妻
校
区
人
権
協
会
長
の
國
友
さ
ん
か
ら
は

八
女
検
定
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
の
報
告
が
な

さ
れ
ま
し
た
。
人
権
を
と
お
し
た
地
域
で
の
活
動

や
つ
な
が
り
が
こ
こ
か
ら
広
が
っ
て
い
っ
て
い
ま
す
。

　

第
１
部
で
は
、
地
域
で
活
躍
さ
れ
て
い
る
隣
保

館
教
養
講
座
「
大
正
琴
教
室
」「
民
舞
教
室
」、「
上

陽
ア
ン
ビ
シ
ャ
ス
広
場
・
ニ
ュ
ー
チ
ル
ド
レ
ン
ズ
」

「
大
道
芸　

藤
田
哲
也
さ
ん
」、「
音
訳
グ
ル
ー
プ

　
ふ
き
の
と
う
」、「
岡
山
保
育
所
保
護
者　

我が

真ま

打だ

好す

隊
」
な
ど
の
演
奏
や
踊
り
、
朗
読
な
ど
の
披

露
が
あ
り
ま
し
た
。

　

第
２
部
は
童
衆
の
太
鼓
演
奏
で
幕
を
開
け
、
記

念
講
演
、
そ
し
て
小
中
学
生
に
よ
る
人
権
の
主
張

発
表
で
し
た
。

　

記
念
講
演
で
は
木
村
和
也
さ
ん
（
Ｒ
Ｋ
Ｋ
熊
本

放
送
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
）
を
招
い
て
、
突
然
の
事
故

の
中
か
ら
気
付
い
た
多
く
の
こ
と
と
行
動
に
つ
い

て
話
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
パ
ラ
グ
ラ
イ
ダ
ー
取
材
中
に
事
故
に
あ
い
、
医

師
か
ら
「
脊
髄
損
傷
に
よ
る
神
経
麻
痺
で
、
99
％

車
い
す
で
の
生
活
で
す
」
と
言
わ
れ
、
絶
望
と
不

安
が
襲
い
ま
し
た
。
自
暴
自
棄

に
な
り
そ
う
な
中
、
再
度
ア
ナ

ウ
ン
サ
ー
に
復
帰
す
る
と
い
う
目

標
に
向
か
っ
て
リ
ハ
ビ
リ
に
励
み

ま
し
た
が
、
不
安
が
ぬ
ぐ
え
ず

落
ち
込
ん
だ
時
も
多
く
あ
り
ま

し
た
。
そ
ん
な
時
、
た
く
さ
ん
の

仲
間
が
温
か
い
言
葉
を
か
け
て

く
れ
、
今
ま
で
当
た
り
前
と
思
っ
て
い
た
こ
と
が

実
は
大
切
な
ん
だ
、
人
は
人
と
つ
な
が
っ
て
い
く

こ
と
が
大
事
な
ん
だ
と
感
じ
た
そ
う
で
す
。

　　

人
権
の
主
張
（
作
文
）
発
表
会
で
は
、市
内
小・

中
学
生
14
人
が
、
人
権
に
つ
い
て
の
自
分
の
思
い

を
発
表
し
、
会
場
か
ら
大
き
な
拍
手
が
送
ら
れ
ま

し
た
。

　
　

　

人
権
啓
発
パ
ネ
ル
展
と
作
品
展
に
は
、
識
字
教

室
の
焼
き
物
、
し
あ
わ
せ
交
流
館
の
各
種
事
業
、

女
性
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
や
め
な
ど
の
活
動
、
要
約
筆

記
あ
か
り
の
会
（
要
約
筆
記
体
験
）、
人
権
の
花

運
動
な
ど
の
写
真
を
展
示
。
そ
し
て
八
女
地
区
か

ら
４
つ
の
施
設
の
皆
さ
ん
に
ご
協
力
い
た
だ
い
て
、

し
ょ
う
が
い
者
絵
画
展
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

子
ど
も
の
館
ス
マ
イ
ル
広
場
で
は
、
５
歳
か
ら

大
人
ま
で
約
60
人
が
ベ
ビ
ー
シ
ュ
ー
ズ
づ
く
り
に

挑
戦
し
ま
し
た
。

　

講
師
に
は
名
古
屋
市
か
ら
吉
田
恭や

澄す

雄お

さ
ん

を
招
い
て
、
靴
作
り
と
革
靴
を
作
る
ま
で
の
工
程

や
革
の
歴
史
に
つ
い
て
話
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
参
加
し
た
皆
さ
ん
は
１
足
を
約
２
時
間
で
完

成
さ
せ
、
友
人
の
子
ど
も
さ
ん
へ
、
生
ま
れ
て
く

る
我
が
子
へ
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
に
、
孫
へ
と
、
そ
れ
ぞ

れ
の
思
い
を
ラ
ッ
ピ
ン
グ
に
託
し
て
、
世
界
に
ひ

と
つ
だ
け
の
ベ
ビ
ー
シ
ュ
ー
ズ
が
出
来
上
が
り
ま

し
た
。｢

１
歳
１
か
月
の
孫
へ
の
ク
リ
ス
マ
ス
プ
レ

ゼ
ン
ト
に
し
ま
す｣

と
い
う
う
れ
し
い
感
想
も
聞

か
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
お
じ
い
ち
ゃ
ん
が
黙
々
と

一
人
で
ベ
ビ
ー
シ
ュ
ー
ズ
を
作
っ
て
い
た
姿
が
印
象

的
で
し
た
。

　

最
後
に
講
師
の
吉
田
さ
ん
は
、
革
の
仕
事
は
被

差
別
部
落
の
仕
事
だ
っ
た
こ
と
や
、
今
回
は
そ
の

歴
史
と
皮
革
産
業
に
つ
い
て
理
解
し
て
も
ら
え
る

機
会
に
な
っ
た
と
い
う
こ
と
、そ
し
て
何
よ
り
「
私

た
ち
の
生
活
は
、
す
べ
て
が
何
ら
か
の
命
を
い
た

だ
い
て
成
り
立
っ
て
い
る
と
い
う
一
番
大
切
な
こ
と

を
忘
れ
な
い
で
い
て
ほ
し
い
」
と
参
加
者
の
皆
さ

ん
に
呼
び
か
け
ら
れ
ま
し
た
。

14　2010.1.1　広報やめ

なぜ なぜ 人権 － あらゆる差別をなくすことをめざして － ■問い合わせ＝人権・同和教育課（☎23・2074）

●日時　１月15日（金）19時～
●会場　広川町産業展示館
●講師　毛利甚八さん（漫画「家裁の人」原作者）

●主催　八女地区人権教育推進のための調査研究協議会
●問い合わせ　広川町教育委員会人権・同和教育係
　　　　　　　（☎３２・００９３）

小
中
学
生
に
よ
る
人
権
の
主
張

写
真
展
に
温
か
い
ま
な
ざ
し

屋
外
の
に
ぎ
わ
い
―
子
ど
も
の
館

ス
マ
イ
ル
広
場

八女地区人権教育報告会

少年犯罪を防ぐためにおとな（私たち）は何をすべきか

講師プロフィール
長崎県立佐世保西高校より日大芸術学部に進学。同校卒業後、
数多くの雑誌のライターを経て、1986年から魚戸おさむ画の「家
裁の人」の原作を手掛けている。同作品はＴＢＳでドラマ化された。

（
左
）
記
念
講
演
で
熱
く
語
る
木

村
和
也
さ
ん（
下
）ベ
ビ
ー
シ
ュ
ー

ズ
を
作
る
子
ど
も
た
ち

人
と
人
と
の
つ
な
が
り
を

平
成
21
年
度
人
権
啓
発
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
八
女
・
第
21回人権の主張発表会・スマ イ ル フ ェ ス タ や め ２ ０ ０ ９

「人権の花ひまわり」の種とメッセー
ジをつけて飛ばした風船。１つは
愛媛県伊予市まで届きました。



いち
早く
 い
そが
ずあ
わて
ず 
冷静
に

広報やめ　2010.1.115

①
月
15
日
か
ら
21
日
ま
で
の

１
週
間
は｢

防
災
と
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
週
間
」
で
す
。

　

覚
え
て
い
ま
す
か
？
都
市
直
下
型

地
震
と
し
て
戦
後
最
大
の
大
惨
事

と
な
っ
た
阪
神
・
淡
路
大
震
災
か
ら

16
年
目
を
迎
え
ま
し
た
。

　

阪
神
・
淡
路
大
震
災
で
は
、
様
々

な
分
野
に
わ
た
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
や
住
民
の
自
主
的
な
防
災
活
動

が
、
救
出
作
業
や
復
旧
に
あ
た
り

大
変
な
役
割
を
果
た
し
ま
し
た
。

　

あ
の
日
の
こ
と
を
風
化
さ
せ
な
い

た
め
に
も
、
こ
れ
を
契
機
と
し
て
、

災
害
時
に
お
け
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
や
住
民
の
自
主
的
な
防
災
活
動

に
つ
い
て
認
識
を
深
め
て
い
た
だ
く

と
と
も
に
、
災
害
へ
の
備
え
は
万
全

で
あ
る
の
か
、
今
一
度
家
族
で
話
し

合
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。

◇
防
災
の
知
識
を
テ
レ
ビ
・
新
聞
な

ど
で
身
に
付
け
る

◇
非
常
持
ち
出
し
品
や
備
蓄
品
の

点
検

◇
火
災
の
防
止
や
家
具
な
ど
の
転

倒
防
止

◇
地
域
の
防
災
訓
練
な
ど
へ
の
積
極

的
な
参
加

◇
地
域
の
災
害
危
険
箇
所
を
知
る

◉募集区分および採用予定者数
❶医療ソーシャルワーカー（職務経験者）１人
❷事務職員（身体障害者枠）若干名
❸老健施設介護福祉士（職務経験者）４人
❹老健施設理学療法士　２人
◉受験資格
❶昭和50年４月２日以降に生まれた人で、医療法に基づく医
療機関での医療ソーシャルワーカーとしての勤務経験が３年以
上（平成22年１月１日現在）であり、社会福祉士および介護
福祉法の規定により社会福祉士として登録されている人、看
護師または准看護師免許の有資格者
❷昭和60年４月２日～平成４年４月１日に生まれた人で、次
のすべての要件を満たす人
●身体障害者手帳（１級から６級まで）の交付を受けている人
●自力により通勤ができ、かつ介助者なしに自力で職務の遂行
が可能な人
●活字印刷文による出題、作文試験および口頭による面接試
験に対応できる人
❸昭和25年４月２日以降に生まれた人で、社会福祉士および
介護福祉法の規定により介護福祉士として登録されている人
で、介護保険法に基づく介護保険施設における介護福祉士と
しての勤務経験が３年以上（平成22年１月１日現在）の人
❹昭和25年４月２日以降に生まれた人で、理学療法士免許有
資格者または来春資格取得見込者
◉第１次試験日　２月７日（日）
◉願書受付期間　１月６日（水）～26日（火）
◉申し込み・問い合わせ
同企業団総務課人事係（☎２３・４１３１）

公立八女総合病院企業団  職員採用試験

　

１
１
０
番
は
「
緊
急
を
要
す
る
事

件
・
事
故
の
緊
急
通
報
専
用
電
話
」

で
す
。
県
内
の
１
１
０
番
は
、
す
べ

て
福
岡
市
博
多
区
に
あ
る
福
岡
県

警
察
本
部
の
通
信
指
令
室
で
受
理
さ

れ
、
通
報
内
容
は
た
だ
ち
に
無
線
に

よ
っ
て
管
轄
の
警
察
署
・
パ
ト
カ
ー

な
ど
に
指
令
さ
れ
ま
す
。

　

相
談
・
要
望
な
ど
は
「
警
察
安
全

相
談
コ
ー
ナ
ー
」
ま
た
は
「
最
寄
り

の
警
察
署
、
交
番
、
駐
在
所
」
に
お

願
い
し
ま
す
。

▽
警
察
安
全
相
談
コ
ー
ナ
ー
（
警
察

本
部
内
）

♯
９
１
１
０
（
☎
０
９
２
・
６
４
１
・

９
１
１
０
）

▽
八
女
警
察
署
警
察
安
全
相
談
係

☎
０
９
４
３
・
２
２
・
６
１
１
０

　

携
帯
電
話
か
ら
の
１
１
０

番
通
報
は
、
次
の
点
に

注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

●
通
報
場
所
ま

た
は
発
生
場
所
は
、

地
番
を
確
認
す
る
か
、

交
差
点
名
・
コ
ン
ビ
ニ
名
・

バ
ス
停
名
・
著
名
な
建
物
な

ど
目
標
と
な
る
も
の
を
示
し
て
、

で
き
る
限
り
詳
し
く
話
し
て
く
だ

さ
い
。
目
標
と
な
る
も
の
が
な
い
場

合
は
、
近
く
の
電
柱
に
表
示
さ
れ
て

い
る
番
号
を
知
ら
せ
て
く
だ
さ
い
。

●
受
信
状
態
が
悪
い
と
き
は
、
場
所

を
変
え
て
通
話
し
て
く
だ
さ
い
。

●
通
話
終
了
後
は
、
し
ば
ら
く
電
源

を
切
ら
な
い
で
く
だ
さ
い
（
警
察
か

ら
確
認
の
電
話
を
す
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
）。

●
県
境
付
近
か
ら
の
通
報
の
場
合
、

隣
接
県
の
１
１
０
番
セ
ン
タ
ー
に
つ

な
が
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
の
で
、
応

対
の
警
察
官
に
確
認
し
て
く
だ
さ

い
。

　

フ
ァ
ッ
ク
ス
１
１
０
番
・
メ
ー
ル

１
１
０
番
は
、
耳
や
こ
と
ば
な
ど
が

不
自
由
な
人
の
た
め
の
専
用
通
信
シ

ス
テ
ム
で
す
。

▽
フ
ァ
ッ
ク
ス
１
１
０
番

Ｆ
Ａ
Ｘ
番
号
０
９
２
・
６
３
２
・
０

１
１
０

　
フ
ァ
ッ
ク
ス
は
警
察
本
部
通
信
指

令
室
に
届
き
ま
す
。

１
１
０
番
は
緊
急
通
報
専
用

電
話

警
察
へ
の
相
談
ご
と
は

♯
９
１
１
０
へ

携
帯
電
話
か
ら
の
１
１
０
番

　

通
報
は
？

耳
や
こ
と
ば
の
不
自
由
な
人

の
通
報
方
法
は
？

１
１
０
番
は
す
べ
て
福
岡
市
博
多

区
の
警
察
本
部
通
信
指
令
室
に
つ

な
が
り
ま
す

聴
覚
・
言
語
等
障
害
者
の
た
め
の

通
報
シ
ス
テ
ム

備
え
は
万
全
で
す
か
？　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

八
女
消
防
本
部
（
☎
２
４・０
１
１
９
）

悩む
より
 か
けて
安心
 ♯
91
10

も
しも

の備えに

１月10日は110番の日



ま
ち
の
わ
だ
い  　

Ｔ
Ｏ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
Ｓ

　
「
師
走
の
八
女
に
明
る
い
話
題
を
提
供
し
た
い
」
―
。

そ
ん
な
思
い
か
ら
、
八
女
商
工
会
議
所
青
年
部
が
「
イ

ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
実
行
委
員
会
」
を
設
立
。

八
女
伝
統
工
芸
館
横
の
藤
棚
や
鉄
道
記
念
公
園
を
イ
ル

ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
で
明
る
く
輝
か
せ
て
い
ま
す
。

　

同
青
年
部
で
は
、
昨
年
か
ら
こ
う
し
た
取
り
組
み
を

始
め
ま
し
た
。
今
年
は
「
歩ほ

っ
都と

ス
ト
リ
ー
ト
Ｘ
’
ｍ
ａ

ｓ
藤
」
と
銘
打
ち
、
市
の
「
平
成
21
年
度
市
民
と
の
協

働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
提
案
事
業
」
に
も
採
択
さ
れ
て
い

ま
す
。
規
模
も
拡
大
し
て
、
約
５
万
７
千
球
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
を

使
用
。
12
月
６
日
㈰
の
朝
９
時
に
始
め
た
飾
り
付
け
は
、

夕
方
暗
く
な
っ
た
こ
ろ
に
よ
う
や
く
終
了
し
ま
し
た
。「
不

景
気
で
世
間
が
暗
い
の
で
、
明
る
く
し
た
か
っ
た
」
と
溝

田
俊
和
会
長
。「
藤
色
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
青
と
白
の
Ｌ
Ｅ

Ｄ
を
使
い
ま
し
た
。
夜
も
明
る
く
安
心
な
の
で
、
ぜ
ひ
散

歩
に
き
て
く
だ
さ
い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。
こ
の
イ
ル

ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
は
１
月
８
日
㈮
ま
で
点
灯
し
て
い
ま
す
。

　

３
０
０
人
が
参
加
し
て
八
女
市
高
齢
者
福
祉
大

会
が
11
月
28
日
㈯
八
女
文
化
会
館
で
あ
り
ま
し
た
。

大
会
で
は
、
老
人
ク
ラ
ブ
の
役
員
と
し
て
長
年
務

め
た
人
や
団
体
に
表
彰
状
な
ど
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
あ
と
、「
世
界
一
元
気
な
１
０
３
歳
児
が
実

践
す
る
十
大
習
慣
健
康
法
」
と
題
し
て
、
曻
地
三

郎
さ
ん
（
し
い
の
み
学
園
理
事
長
、
福
岡
教
育
大

学
名
誉
教
授
）
の
講
演
が
あ
り
ま
し
た
。「
日
々
新

し
い
こ
と
に
興
味
を
持
つ
こ
と
が
大
事
」
と
語
る
曻

地
さ
ん
は
、
現
在
も
外
国
語
を
勉
強
中
で
す
。
健

康
体
操
も
披
露
し
、「
あ
の
元
気
に
あ
や
か
り
た
い
」

と
会
場
か
ら
驚
き
の
声
が
上
が
っ
て
い
ま
し
た
。

　

Ｊ
Ａ
青
年
部
上
陽
支
部
（
井
上
重
利
部
長
以
下

15
人
）は
12
月
８
日
㈫
、午
前
中
つ
く
し
幼
稚
園
で
、

午
後
か
ら
は
保
育
所
西
光
園
で
毎
年
恒
例
の
餅
つ

き
を
し
ま
し
た
。

　

炊
き
上
が
っ
た
ほ
く
ほ
く
の
も
ち
米
が
臼
に
入

る
と
、「
頑
張
れ
―
」
と
声
援
を
受
け
な
が
ら
、
園

児
た
ち
は
元
気
に
餅
を
つ
き
ま
し
た
。
つ
き
上
が
っ

た
餅
は
、
上
陽
地
区
に
住
む
75
歳
以
上
の
一
人
暮

ら
し
の
お
年
寄
り
と
、
80
歳
以
上
の
二
人
暮
ら
し

の
お
年
寄
り
１
１
０
世
帯
へ
と
届
け
ら
れ
ま
し
た
。

　
「
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
も
い
い
体
験
に
な
る
し
、

地
域
の
お
年
寄
り
に
も
喜
ん
で
も
ら
え
ま
す
。
部

員
の
数
は
少
な
く
な
り
ま
し
た
が
、
こ
れ
か
ら
も

続
け
て
い
き
た
い
」と
井
上
部
長
。
園
児
た
ち
は「
う

さ
ぎ
さ
ん
や
ぞ
う
さ
ん
と
お
餅
を
つ
い
て
楽
し
か
っ

た
」
と
喜
ん
で
い
ま
し
た
。

お
い
し
い
お
餅
に
な
〜
れ

Ｊ
Ａ
青
年
部
上
陽
支
部
が
園
児
と
餅
つ
き

優
勝
力
士
に
八
女
茶

を
贈
呈

　
八
女
茶
振
興
会

まちも人も明るくしたい
商工会議所青年部がイルミネーションを点灯

健康の秘訣を伝授
八女市高齢者福祉大会で曻地三郎さん講演

　

大
相
撲
九
州
場
所
千
秋
楽
が
11

月
29
日
㈰
福
岡
市
の
福
岡
国
際
セ
ン

タ
ー
で
あ
り
、
表
彰
授
与
式
で
八
女

茶
振
興
会
は
２
場
所
ぶ
り
12
度
目
の

優
勝
を
飾
っ
た
横
綱
・
白
鵬
関
に
「
八

女
茶
賞
」
を
贈
り
ま
し
た
。

　

多
数
の
大
相
撲
フ
ァ
ン
が
見
守
る

中
、
土
俵
上
で
Ｊ
Ａ
ふ
く
お
か
八
女

の
松
延
利
博
組
合
長
か
ら
賞
状
や

「
銘
茶
八
女
茶
賞
」
の
文
字
が
入
る
茶

葉
詰
め
ト
ロ
フ
ィ
ー
、
賞
金
、
白
鵬

関
の
所
属
す
る
宮
城
野
部
屋
に
茶
葉

１
年
分
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

楽しく餅つきをする園児たち

健
康
体
操
を
披
露
す
る
曻
地
さ
ん

白
鵬
関
に
ト
ロ
フ
ィ
ー
を
贈
る
松
延
組
合
長
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八
女
福
島
仏
壇
伝
統
工
芸
士
会
会
長
の
中

島
正
之
さ
ん
が
平
成
22
年
の
干
支
・
寅
の
置
物

を
市
に
寄
贈
し
ま
し
た
。
中
島
さ
ん
は
金
箔
が

は
が
れ
な
い
独
自
の
技
法
を
用
い
、
20
年
以
上

前
か
ら
干
支
の
置
物
を
手
が
け
て
い
ま
す
。
中

島
さ
ん
の
作
る
干
支
の
置
物
は
「
縁
起
が
い
い
」

と
人
気
で
、
毎
年
予
約
で
ほ
ぼ
完
売
す
る
ほ
ど

で
す
。
デ
ザ
イ
ン
も
オ
リ
ジ
ナ
ル
で
、「
打
ち
出

の
小
槌
を
あ
し
ら
い
、
12
年
前
と
違
う
も
の
を

作
り
ま
し
た
」
と
中
島
さ
ん
。
今
年
は
金
が
値

上
が
り
し
て
い
る
た
め
に
、
限
定
１
０
０
個
の

製
造
と
な
り
ま
し
た
。

「
仏
壇
・
仏
具
の
製
造
に
は
６
職
人
が
か
か
わ
っ

て
い
ま
す
が
、
後
継
者
不
足
が
頭
の
痛
い
問
題
。

国
指
定
の
工
芸
品
・
八
女
福
島
の
仏
壇
を
守
っ

て
い
く
た
め
に
も
、
技
術
を
伝
え
ら
れ
れ
ば
」

と
中
島
さ
ん
は
話
し
て
い
ま
し
た
。

　八女地区身体障害者キャラバン隊が12月２日㈬、市役
所を訪れ、三田村市長に要望書を提出しました。施設・
設備の改善など７項目にわたって障害者福祉の充実を求め
る内容で、10月にあった第38回八女地区身体障害者（児）
福祉大会でまとめられたものです。同大会の川崎睦子会
長から「要望事項の実現をお願いします」と要望書を手
渡された市長は「福祉のあり方にはさまざまな課題が山積
している。しっかりと努力していきます」と話しました。

　12月11日から31日まで年末の交通安全県民運動が行
われました。前日の10日㈭、八女津媛の松尾美佳さんと太
田佑美さんが八女警察署から一日警察署長の委嘱を受け、
Ａコープ八女店で交通安全のキャンペーンを行いました。
八女交通安全協会のメンバーと一緒に、買い物客に立花産
ミカンとチラシを配り、年末の交通安全を呼びかけました。

　八女地区安全運転管理者協議会（笹渕良昭会長）は
12月11日㈮、プロジェクター、ＤＶＤプレイヤー、ワイ
ドスクリーンを八女安全安心まちづくり協議会（会長・
八女市長）へ寄贈しました。「高齢者の交通安全教育な
どにも力を入れてください」と笹渕会長。これらの機材
は八女警察署に保管され、交通安全教育や防犯教育の
際に使われます。

　

学
校
給
食
を
中
心
に
食
生
活
の
改
善
を
推
進
し
て
き
た
長

峰
小
学
校
が
、
学
校
給
食
文
部
科
学
大
臣
表
彰
を
受
け
ま
し

た
。
学
校
・
地
域
・
家
庭
が
連
携
し
て
企
画
し
た
「
食
育
フ
ェ

ス
タ
」
や
、
子
ど
も
た
ち
が
自
分
で
作
っ
た
弁
当
を
持
参
す
る

「
弁
当
の
日
」
な
ど
に
取
り
組
ん
で
き
た
同
校
で
は
、
日
常
的

な
食
育
の
指
導
や
地
産
地
消
に
も
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

　

栄
養
士
の
木
村
直
子
さ
ん
は
給
食
の
献
立
を
工
夫
。「
子
ど

も
た
ち
は
洋
風
の
柔
ら
か
い
メ
ニ
ュ
ー
が
好
き
で
す
が
、
噛
み

ご
た
え
の
あ
る
も
の
や
野
菜
を
多
く
使
っ
た
和
食
を
好
き
に

な
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
」
と
言
い
ま
す
。
そ
の

成
果
も
あ
っ
て
か
、
子
ど
も
た
ち
か
ら
五
目
き
ん
ぴ
ら
や
茎
わ

か
め
の
佃
煮
を
リ
ク
エ
ス
ト
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
そ
う
で
す
。

子
ど
も
た
ち
か
ら
「
給
食
を
食
べ
て
頑
張
る
か
ら
、
先
生
も
頑

張
っ
て
」
と
励
ま
さ
れ
た
と
い
う
木
村
さ
ん
。「
そ
う
言
わ
れ

る
と
疲
れ
も
吹
き
飛
び
ま
す
」
と
笑
顔
で
話
し
て
い
ま
し
た
。

干
支
・
寅
の
置
物
を
寄
贈

金
箔
が
は
が
れ
な
い
独
自
の
技
法
を
用
る

長
峰
小
が
学
校
給
食
で
表
彰

食
育
の
指
導
や
地
産
地
消
に
取
り
組
む

障害者福祉の充実を求める

年末の交通安全呼びかける

交通安全教育に役立てて

左から橋爪副市長、中島さん、北嶋副市長

左から木村栄養士、中尾校長、三田村市長、中島教育長目
録
を
市
長
に
渡
す
笹
渕
会
長
（
右
）

八
女
津
媛
の
太
田
さ
ん
（
左
）
と
松
尾
さ
ん

が
笑
顔
で
交
通
安
全
を
呼
び
か
け
ま
し
た
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お
知

ら
せ

■一緒にあそぼ！　「正月あそびいろいろ」
●日時＝１月９日㈯10時30分～
■高田先生と話してスッキリ！
　子育ての悩みなどを話し合いませんか。
●日時＝１月15日㈮10時 30分～※託児要申込
■にこにこバースデー♪　１月生まれのみんなをお祝いし
　ます。身長・体重測定もあります。
●日時＝１月21日㈭10時30分～
■楽しく食育　「肉まんにチャレンジ！」
●日時＝１月22日㈮10時 30分～※要申込、参加費200円
■ママとふあふあほっぺ　リズムにのって親子あそび♪
●日時＝１月26日㈫10時 30分～ ※要申込・30組

■あそびの広場　●会場＝ほほえみ
●日時＝１月４日㈪・５日㈫・６日㈬・７日㈭・９日㈯・16日㈯・
　18日㈪・23日㈯・26日㈫・28日㈭
※月～金曜９時30分～15時30分、土曜９時30分～13時
■移動サロン　※いずれも10時～12時
●期日・会場＝１月８日㈮／東公民館、１月15日㈮／児童セ
　ンター、１月21日㈭／八女文化会館、１月22日㈮／西公
　民館、１月29日㈮／上陽公民館
■ほほえみサロン※いずれも９時30分～12時、会場＝ほほえみ
●赤ちゃん広場（生後４か月～15か月） １月13日㈬・27日㈬
●ほほえみ広場（生後16か月～就学前）  １月19日㈫・25日㈪
■パパママ広場
●日時・会場＝１月30日㈯ 10時～12時／ほほえみ
●対象＝お子さんと両親
■プレママ広場　これからお母さんになる人のための広場
●日時・会場＝１月12日㈫／忠見保育園、１月20日㈬　
　／子育て支援センター　※いずれも10時～12時
■手作り味噌講座　みそを作って各家庭に持ち帰ります。
●日時・会場＝１月14日㈭ 10時～12時／ほほえみ
※先着10組・有料（材料代）

子
育
ち
支
援
掲
示
板
　
１
月

つどいの広場　子育て講座情
報

会場・問い合わせ=共生の森（☎30・
2566）

子育て支援センターのお知らせ

問い合わせ＝支援センターほほえみ（☎22・4726）

　

市
公
民
館
で
サ
ー
ク
ル
活
動
し
て

い
る
グ
ル
ー
プ
や
八
女
地
区
高
齢
者

は
つ
ら
つ
拠
点
事
業
受
講
生
、
公
民

館
短
期
講
座
受
講
生
に
よ
る
水
墨

画
、
書
道
、
絵
画
、
写
真
な
ど
約

４
０
０
点
を
発
表
展
示
し
ま
す
。

●
日
時
＝
１
月
23
日
㈯
９
時
〜
17

時
、
１
月
24
日
㈰
９
時
〜
16
時

●
会
場
＝
八
女
文
化
会
館

●
問
い
合
わ
せ
＝
東
公
民
館

（
☎
２
３・５
２
７
６
）

●
日
時
＝
１
月
15
日
㈮
14
時
〜

●
会
場
＝
ほ
た
る
と
石
橋
の
館

●
料
金
＝
２
０
０
０
円

●
プ
ロ
グ
ラ
ム
＝
バ
ッ
ハ
の
フ
ラ
ン
ス

組
曲
５
番
、
ベ
ー
ト
ー
ベ
ン
の
ピ
ア
ノ

ソ
ナ
タ
10
番
な
ど

●
問
い
合
わ
せ
＝
上
陽
コ
ー
ラ
ス
あ

じ
さ
い
・
牛
島
さ
ん

（
☎
０
９
０・７
４
７
０・２
９
５
０
）

●
日
時
＝
１
月
19
日
㈫
14
時
〜
16
時

●
会
場
＝
立
花
町
担
い
手
研
修
セ
ン

タ
ー
※
参
加
無
料

●
内
容
＝
堀
内
恭
彦
さ
ん
（
福
岡
県

弁
護
士
会
民
事
介
入
暴
力
対
策
委
員

会
委
員
長
）
の
講
演
「
え
せ
同
和
行

為
の
実
態
と
そ
の
対
策
」

●
問
い
合
わ
せ
＝
八
女
地
区
同
和
対

策
雇
用
促
進
協
議
会
事
務
局（
ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
八
女
内
☎
２
３・６
１
８
８
）

　

か
る
た
遊
び
で
は
言
葉
の
リ
ズ
ム

や
韻
の
美
し
さ
を
感
じ
取
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
脳
元
気
会
で
は
、
脳
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
の
一
環
と
し
て
か
る
た
取

り
遊
び
を
行
い
ま
す
。

●
日
時
＝
１
月
15
日
㈮
13
時
30
分
〜

●
会
場
＝
八
女
市
保
健
セ
ン
タ
ー

●
資
料
代
＝
50
円
〜
１
０
０
円

●
問
い
合
わ
せ
＝
脳
元
気
会
・
堤
さ

ん
（
☎
２
３・０
４
５
０
）

●
日
時
＝
１
月
24
日
㈰
９
時
〜
※
小
雨

決
行
、
強
雨
の
場
合
は
１
月
31
日
㈰

●
集
合
場
所
＝
矢
原
グ
ラ
ウ
ン
ド

●
コ
ー
ス
＝
矢
原
グ
ラ
ウ
ン
ド
〜
船

小
屋
※
往
復
８
キ
ロ

●
参
加
費
＝
会
員
以
外
は
１
５
０
円

（
保
険
料
）

●
問
い
合
わ
せ
＝
久
木
原
さ
ん

（
☎
２
３・５
４
９
６
）

●
日
時
＝
１
月
20
日
㈬
８
時
集
合

※
雨
天
決
行
、
申
込
不
要

●
集
合
場
所
＝
八
女
公
園

●
コ
ー
ス
＝
八
女
公
園
〜
バ
ル
ビ
ゾ
ン

の
道
〜
童
男
山
古
墳
※
往
復
10
キ
ロ

●
参
加
費
＝
八
女
歩
こ
う
会
の
会
員

以
外
は
１
０
０
円
（
保
険
料
）

●
問
い
合
わ
せ
＝
八
女
歩
こ
う
会
・

鶴
さ
ん

（
☎
０
９
０・３
３
２
６・３
１
３
３
）

　

過
度
の
ス
ト
レ
ス
は
精
神
的
に
も

不
安
定
な
状
態
を
作
り
出
し
、
自
殺

に
至
る
可
能
性
も
あ
る
こ
と
か
ら
、

早
め
の
対
応
が
重
要
で
す
。
う
つ
病

の
こ
と
を
正
し
く
理
解
し
て
も
ら
う

た
め
、
講
演
会
を
開
き
ま
す
。

●
日
時
＝
１
月
28
日
㈭
14
時
〜
16
時

●
会
場
＝
八
女
総
合
庁
舎
２
階

●
講
師
＝
内
村
直
尚
さ
ん
（
久
留
米

大
学
医
学
部
教
授
）
※
参
加
無
料

●
定
員
＝
先
着
１
０
０
人

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
＝
南
筑

後
保
健
福
祉
環
境
事
務
所
健
康
増
進

公
民
館
利
用
者
作
品
発
表
会

生
野
宏
美
ピ
ア
ノ
コ
ン
サ
ー
ト

事
業
主
人
権
・
同
和
問
題
講

演
会

百
人
一
首
歌
留
多
・
俳
句
か

る
た
取
り
遊
び

吉
田
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
Ｃク

ラ

ブ

ｌ
ｕ
Ｂ

（
矢
部
川
一
周
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
）

健
康
ウ
ォ
ー
ク
（
童
男
山
ふ

す
べ
ウ
ォ
ー
ク
）

適
切
な
睡
眠
で
心
も
身
体
も

健
康
に
〜
う
つ
病
の
予
防
と

対
応
〜
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課
（
☎
０
９
４
４・７
２・２
１
７
６
）

●
日
時
＝
１
月
17
日
㈰
13
時
〜
16
時

20
分
※
参
加
無
料

●
会
場
＝
ま
い
ピ
ア
高
田（
み
や
ま
市
）

●
内
容
＝
林
田
ス
マ
さ
ん
（
大
野
城
ま

ど
か
ぴ
あ
男
女
平
等
推
進
セ
ン
タ
ー

所
長
）
の
講
演
「
教
育
力
向
上
福
岡

県
民
運
動
の
推
進
〜
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
力
Ｕ
Ｐ
に
向
け
て
〜
」
な
ど

●
問
い
合
わ
せ
＝
南
筑
後
教
育
事
務

所
（
☎
０
９
４
２・５
３・７
５
２
４
）

●
日
時
＝
２
月
７
日
㈰
10
時
〜
17
時

●
会
場
＝
石
橋
文
化
セ
ン
タ
ー

●
内
容
＝
障
害
者
の
地
域
福
祉
を
推

進
す
る
た
め
の
研
修
会

●
参
加
費
＝
一
般
１
５
０
０
円
、
障

害
者
５
０
０
円

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
＝
実
行
委

員
会
（
☎
０
９
４
２・２
７・２
０
７
５
）

●
日
時
＝
１
月
17
日
㈰
10
時
〜
12

時
ま
た
は
13
時
〜
15
時
※
内
容
は
午

前
・
午
後
と
も
同
じ
で
す
。

●
会
場
＝
同
校

●
内
容
＝
概
要
説
明
、
興
味
の
あ
る

科
の
授
業
体
験

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
＝
同
校

（
☎
０
９
４
２
・
３
２
・
８
７
９
５
）

　

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
を
上
演
す
る
た
め

に
歌
や
芝
居
の
け
い
こ
を
し
て
い
ま

す
。
経
験
や
年
齢
は
問
い
ま
せ
ん
。

ぜ
ひ
一
度
見
学
に
来
て
く
だ
さ
い
。

●
練
習
日
時
＝
毎
週
土
曜
16
時
〜
18
時

●
練
習
場
所
＝
東
公
民
館

●
会
費
＝
月
３
０
０
０
円

※
練
習
日
な
ど
は
変
更
す
る
場
合
が
あ

り
ま
す
の
で
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
＝
中
島
さ
ん

（
☎
０
９
０
・
５
２
８
８
・
２
０
７
４
）

●
応
募
要
件
＝
八
女
市
内
に
居
住
し

て
い
る
か
通
勤
可
能
な
人
で
、
司
書

の
資
格
を
有
す
る
人
（
平
成
22
年
３

月
31
日
ま
で
に
資
格
取
得
見
込
の
人

を
含
む
）
ま
た
は
公
共
図
書
館
で
３

年
以
上
の
実
務
経
験
が
あ
る
人

●
募
集
人
員
＝
若
干
名

●
勤
務
場
所
＝
八
女
市
立
図
書
館

●
職
種
＝
図
書
館
カ
ウ
ン
タ
ー
業
務

お
よ
び
行
事
の
企
画
・
運
営

●
勤
務
条
件
＝
ま
な
び
っ
と
八
媛
の

規
定
に
よ
る

●
提
出
書
類
＝
職
員
任
用
候
補
者
試

験
申
込
書
（
履
歴
書
兼
用
）、
資
格

証
明
書
（
写
し
）

●
受
付
期
間
＝
１
月
５
日
㈫
〜
15
日

㈮
※
持
参
の
場
合
月
曜
を
除
く
。
郵

送
の
場
合
は
15
日
㈮
必
着

●
選
考
方
法
＝
書
類
審
査
、
作
文
お

よ
び
面
接

●
試
験
日
＝
１
月
23
日
㈯

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
＝
同
事

務
局

（
市
立
図
書
館
内
☎
２
２
・
２
５
０
４
）

●
日
時
＝
２
月
７
日
㈰
９
時
〜

●
会
場
＝
総
合
体
育
館

●
定
員
＝
先
着
36
チ
ー
ム
※
１
月
10

日
㈰
受
付
開
始

●
参
加
費
＝
会
員
以
外
は
１
人
２
０

０
円
、
会
員
は
無
料

●
問
い
合
わ
せ
＝
同
ク
ラ
ブ
（
総
合

体
育
館
内
☎
２
４
・
１
３
４
０
）

●
募
集
科
目
＝
パ
ソ
コ
ン
初
級
科

●
訓
練
期
間
＝
３
月
２
日
㈫
〜
５
月

27
日
㈭

●
定
員
＝
25
人

●
応
募
資
格
＝
雇
用
保
険
の
受
給
者

ま
た
は
公
共
職
業
安
定
所
の
受
講
推

薦
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
人

●
申
込
締
切
＝
１
月
29
日
㈮

●
入
校
選
考
日
＝
２
月
９
日
㈫

●
経
費
＝
授
業
料
無
料
、
教
科
書
代

な
ど
の
経
費
は
必
要

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
＝
同
校

（
☎
０
９
４
４
・
５
４
・
０
３
２
０
）

●
訓
練
科
・
定
員
＝
①
自
動
車
整
備

科
（
20
人
）
②
メ
カ
ト
ロ
ニ
ク
ス
科

（
20
人
）
③
建
築
科
（
30
人
）
④
介

護
サ
ー
ビ
ス
科
（
20
人
）

●
応
募
資
格
＝
①
②
平
成
22
年
３
月

高
校
卒
業
予
定
者
、
高
校
卒
業
以
上

の
人
ま
た
は
こ
れ
と
同
等
以
上
の
人

で
30
歳
以
下
の
人
③
新
規
中
学
校
以

上
の
卒
業
者
、
中
学
卒
業
後
の
未
就

職
者
、
離
転
職
者
④
離
転
職
者
な
ど

（
新
規
学
卒
者
は
除
く
）

●
申
込
締
切
＝
①
②
１
月
29
日
㈮
③

④
２
月
10
日
㈬

●
試
験
日
＝
①
②
２
月
25
日
㈭
③
３

月
３
日
㈬
④
３
月
４
日
㈭

●
経
費
＝
受
験
料
お
よ
び
授
業
料
は
無

料
、
教
科
書
代
な
ど
の
経
費
は
必
要

※
入
校
願
書
は
最
寄
り
の
公
共
職
業

安
定
所
に
あ
り
ま
す
。

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
＝
同
校

（
☎
０
９
４
２
・
３
２
・
８
７
９
５
）

　

布
え
ほ
ん
の
制
作
で
活
躍
中
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
「
ふ
わ
ふ
わ
」

の
皆
さ
ん
を
講
師
に
、
簡
単
な
布
の

お
も
ち
ゃ
作
り
の
講
座
を
開
き
ま
す
。

完
成
し
た
作
品
は
持
ち
帰
れ
ま
す
。

●
日
時
＝
２
月
12
日
㈮
・
19
日
㈮
13

時
30
分
〜
15
時
30
分

●
会
場
＝
12
日
は
八
女
文
化
会
館
２

階
、
19
日
は
市
立
図
書
館
２
階

●
参
加
資
格
＝
八
女
市
・
八
女
郡
・

筑
後
市
に
在
住
で
布
お
も
ち
ゃ
の
制

作
に
関
心
が
あ
り
、
全
日
程
に
参
加

可
能
な
人

●
参
加
費
＝
５
０
０
円
程
度

●
持
参
す
る
物
＝
裁
縫
道
具

●
定
員
＝
10
人
程
度
※
１
月
５
日
㈫

八女市教育の日
２月１日の合併前日にイベント
を行います。
★日時　１月31日㈰８時30分～
★会場　上陽北 学園体育館
★内容
●第１部（８時30分～）
ラジオ体操とニュースポーツ
●第２部（10時 20分～）
パネルディスカッション
陣川桂三さん（福岡大学教授）
の講話
★問い合わせ
学校教育課（☎２３・１９５４）

南
筑
後
地
区
教
育
力
向
上
福

岡
県
民
フ
ォ
ー
ラ
ム

フ
ォ
ー
ラ
ム
ｉ
ｎ
く
る
め

県
立
久
留
米
高
等
技
術
専
門

校
体
験
入
校
会

劇
団
リ
ト
ル
ウ
ィ
ン
グ
団
員

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ま
な
び
っ
と
八

媛
職
員
任
用
候
補
者

Ｓサ

ウ

ス

Ｏ
Ｕ
Ｔ
Ｈ
ク
ラ
ブ
ソ
フ
ト

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
参
加
者

県
立
大
牟
田
高
等
技
術
専
門

校
訓
練
生

県
立
久
留
米
高
等
技
術
専
門

校
生
徒

布
お
も
ち
ゃ
を
つ
く
ろ
う
！

新
春
経
済
講
演
会　

●
日
時
＝
１
月
20
日
㈬
14
時
〜
15
時
30
分
●
会
場
＝
八
女
文
化
会
館
●
内
容
＝
金
子
勝
さ
ん
（
慶
應
義
塾
大
学
教
授
）
の

講
演
「
こ
れ
か
ら
の
日
本
経
済
と
企
業
経
営
」
※
入
場
無
料
●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
＝
八
女
商
工
会
議
所
（
☎
２
２・５
１
６
１
）
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か
ら
先
着
順
に
受
付
。
託
児
希
望
の

場
合
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
＝
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
ま
な
び
っ
と
八
媛
・
八
女
市

立
図
書
館
（
☎
２
２・２
５
０
４
）

　

小
学
生
主
体
の
分
か
り
や
す
い
内

容
な
の
で
、
初
心
者
も
気
軽
に
参
加

で
き
ま
す
。
年
の
初
め
に
チ
ャ
レ
ン

ジ
学
習
し
ま
せ
ん
か
。

●
内
容
＝
①
天
体
観
測
教
室
②
お
花

教
室
③
絵
手
紙
教
室

●
日
時
＝
①
毎
月
第
２・
４
水
曜
16

時
30
分
〜
17
時
30
分
②
毎
月
第
３
土

曜
13
時
30
分
〜
15
時
30
分
③
毎
月
第

４
土
曜
13
時
〜
15
時

●
料
金
＝
②
の
み
１
０
０
円
（
花
代
）

●
会
場
・
申
し
込
み
＝
児
童
セ
ン
タ
ー

（
☎
２
２・４
２
２
６
）

●
日
時
＝
１
月
30
日
㈯
14
時
〜
15
時

●
会
場
＝
川
﨑
病
院
５
階

●
内
容
＝
下
川
喜
代
美
さ
ん
（
看
護

師
長
）
の
講
演
「
か
し
こ
い
感
染
予

防
策
」
※
参
加
無
料

●
定
員
＝
40
人

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
＝
同
病

院
（
☎
２
３・３
０
０
５
）

　

母
子
家
庭
の
母
ま
た
は
寡
婦
を
対

象
と
し
た
パ
ソ
コ
ン
中
級
講
座
で
す
。

久
留
米
母
子
家
庭
等
就
業
自
立
支
援

セ
ン
タ
ー
主
催
分

●
日
時
＝
２
月
２
日
㈫
〜
５
日
㈮
、

８
日
㈪
〜
10
日
㈬
、
12
日
㈮
の
18
時

〜
21
時

●
会
場
＝
え
ー
る
ピ
ア
久
留
米

●
資
料
代
＝
３
０
０
０
円

●
定
員
＝
15
人
※
応
募
多
数
の
場
合

は
抽
選
、
託
児
は
申
込
時
に
要
予
約

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
＝
同
セ

ン
タ
ー

（
☎
０
９
４
２・３
６・２
６
２
６
）

福
岡
県
母
子
寡
婦
福
祉
会
主
催
分

●
日
時
＝
２
月
16
日
〜
３
月
12
日
の

火
・
木
・
金
曜
18
時
30
分
〜
20
時
30

分
※
全
12
回

●
会
場
＝
西
日
本
新
聞
パ
ソ
コ
ン
教

室
天
神
校
（
福
岡
市
）

●
資
料
代
＝
４
４
１
０
円

●
定
員
＝
10
人

●
申
込
締
切
＝
２
月
１
日
㈪

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
＝
ク
ロ
ー

バ
ー
プ
ラ
ザ

（
☎
０
９
２・５
８
４・３
９
３
１
）

※
い
ず
れ
も
申
込
書
は
男
女
共
同
参

画
・
子
育
て
支
援
課
（
☎
２
３
・
１

３
５
１
）
に
準
備
し
て
い
ま
す
。

　

誰
も
が
気
軽
に
楽
し
め
る
ス
ポ
ー

ツ
教
室
で
す
。
室
内
用
運
動
靴
を
持

参
し
て
く
だ
さ
い
。

●
日
時
＝
１
月
16
日
㈯
、
23
日
㈯
20

時
〜
※
参
加
無
料

●
種
目
＝
フ
ァ
ミ
リ
ー
バ
ド
ミ
ン
ト

ン
、
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
な
ど

●
会
場
・
問
い
合
わ
せ
＝
総
合
体
育

館
（
☎
２
４
・
１
２
３
０
）

　

国
民
健
康
保
険
に
か
か
る
診
療
報

酬
お
よ
び
後
期
高
齢
者
医
療
の
審
査

支
払
事
務
、
保
険
者
事
務
の
共
同
処

理
お
よ
び
介
護
保
険
法
に
基
づ
く
業

務
な
ど
を
行
い
ま
す
。

●
試
験
の
種
類
＝
一
般
事
務
Ａ
、
一

般
事
務
Ｂ
、
一
般
事
務
Ｃ

●
採
用
予
定
者
数
＝
各
１
人

●
受
験
資
格
＝
平
成
22
年
３
月
に
大

学
（
一
般
事
務
Ａ
）、
短
期
大
学
ま
た

は
高
等
専
門
学
校
（
一
般
事
務
Ｂ
）、

高
等
学
校
（
一
般
事
務
Ｃ
）
を
卒
業

見
込
の
人

●
第
１
次
試
験
日
＝
１
月
23
日
㈯

●
申
込
締
切
＝
１
月
６
日
㈬
※
郵
送

の
場
合
６
日
の
消
印
ま
で
有
効

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
＝
同
連

合
会
人
事
厚
生
課

（
☎
０
９
２
・
６
４
２
・
７
８
０
４
）

●
日
時
＝
１
月
15
日
㈮
〜
16
日
㈯
９

時
30
分
〜
16
時
30
分

●
相
談
内
容
＝
子
育
て
、
い
じ
め
、

ひ
き
こ
も
り
な
ど
20
歳
未
満
の
子
ど

も
に
関
す
る
悩
み

●
相
談
電
話
番
号
＝
☎
０
９
２
・
９

２
１
・
１
４
０
８

●
面
接
相
談
会
場
＝
筑
紫
野
市
文
化

会
館
※
面
接
は
事
前
予
約
が
必
要

●
相
談
料
＝
無
料
※
電
話
代
、
会
場

ま
で
の
交
通
費
は
自
己
負
担

●
面
接
予
約
・
問
い
合
わ
せ
＝
福
岡

県
新
社
会
推
進
部
青
少
年
課

（
☎
０
９
２
・
６
４
３
・
３
３
８
８
）

　

母
子
家
庭
の
養
育
費
や
金
銭
の
貸

借
問
題
な
ど
生
活
上
の
問
題
に
つ
い

て
、
弁
護
士
に
よ
る
無
料
法
律
相
談

を
実
施
し
ま
す
。

●
日
時
＝
１
月
６
日
㈬
、
２
月
３
日

㈬
、
３
月
３
日
㈬
の
13
時
〜
15
時
お

よ
び
１
月
13
日
㈬
・
27
日
㈬
、
２
月

10
日
㈬
・
24
日
㈬
、
３
月
10
日
㈬
・

24
日
㈬
の
18
時
30
分
〜
20
時
30
分

●
会
場
＝
ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ
（
春

日
市
）

※
相
談
日
の
前
日
ま
で
に
要
予
約
、

１
日
先
着
４
人
ま
で

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
＝
福
岡

県
母
子
家
庭
等
就
業
・
自
立
支
援
セ

ン
タ
ー

（
☎
０
９
２
・
５
８
４
・
３
９
２
２
）

　

人
権
擁
護
委
員
が
女
性
か
ら
の
相

談
に
応
じ
ま
す
。

●
日
時
＝
１
月
15
日
㈮
10
時
〜
15
時

●
会
場
＝
八
女
市
社
会
福
祉
会
館
、

筑
後
市
勤
労
者
家
庭
支
援
施
設

●
内
容
＝
心
配
ご
と
、
悩
み
ご
と
、
家

庭
問
題
、
あ
ら
ゆ
る
差
別
問
題
な
ど

●
問
い
合
わ
せ
＝
法
務
局
八
女
支
局

（
☎
２
３
・
２
６
０
３
）

　

精
神
科
の
専
門
医
師
や
保
健
師

が
、
こ
こ
ろ
の
悩
み
や
病
気
に
関
す

新入学の児童・生徒に
入学通知書を届けます

４月に八女市立小・中学校に入
学する新１年生に「入学通知書」

をお届けします。この通知書が１月
末までに届かないときや、転居など
で学校が変わる予定の人は、学校教
育課へ連絡してください。
　なお、私立や国立、県立の小・中
学校に入学する場合は「入学許可証」
か「合格通知書」を提出してください。
✿小学校入学式　４月８日㈭
※ただし北川内小学校（上陽北 学
園小学部）については、中学部との
合同入学式のため４月７日㈬です。
✿中学校入学式　４月７日㈬
✿問い合わせ　学校教育課
　（☎２３・１９５４）

児
童
セ
ン
タ
ー
教
室

川
﨑
病
院
ミ
ニ
健
康
教
室

就
業
支
援
講
習
会

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
楽
し
も
う

福
岡
県
国
民
健
康
保
険
団
体

連
合
会
職
員
採
用
試
験

親
と
子
の
な
や
み
相
談
窓
口

養
育
費
の
無
料
法
律
相
談

女
性
の
た
め
の
相
談
所

こ
こ
ろ
の
健
康
相
談

岡
山
球
場
の
使
用
不
可
に
つ
い
て　

12
月
15
日
号
掲
載
の
体
育
施
設
の
使
用
不
可
に
つ
い
て
、
岡
山
球
場
の
使
用
不
可
期
間
は

「
２
月
か
ら
３
月
ま
で
」
に
変
更
と
な
り
ま
し
た
。
ご
了
承
く
だ
さ
い
。
●
問
い
合
わ
せ
＝
総
合
体
育
館
（
☎
２
４・１
２
３
０
）

お知らせ　八女市民新春囲碁大会は都合により中止します。●問い合わせ＝実
行委員会・牛島さん（☎２３・４７２７）
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相談はお気軽にどう
ぞ

■ 法律相談
●１月７日㈭・21日㈭13時～16時
　／法務局八女支局（要予約☎２３・２６０３）
●１月８日㈮13時30分～16時
　／社会福祉会館（要予約☎２３・０２９４）
●１月22日㈮13時30分～16時
　／地域福祉センター（要予約☎５４・３００３）
●１月15日㈮10時～12時／商工会議所
　（要予約☎２２・５１６１）
■ その他の相談
多重債務相談
　毎週火曜13時30分～16時／社会福祉会館
　（要予約☎０９４２・３０・０１４４）
消費生活相談（来訪または電話相談）
　毎週月・水・金曜８時30分～16時30分／商工観光課
　（☎２３・１１８３）
男女共同参画推進支援委員相談
　１月14日㈭13時30分～16時30分／男女共同参画・
　子育て支援課（要予約☎２３・１３５１）
なんでも人権相談
　１月８日㈮10時～15時／社会福祉会館
行政相談
　１月７日㈭13時～16時／社会福祉会館
　１月18日㈪13時30分～16時／地域福祉センター
司法書士相談
　１月15日㈮13時30分～16時／社会福祉会館
心配ごと相談
　１月６日㈬・20日㈬13時30分～16時／社会福祉会館
　１月13日㈬・27日㈬13時30分～16時
　／地域福祉センター
税務相談　１月12日㈫10時～15時／商工会議所
社会保険相談　１月20日㈬10時～15時／商工会議所
不動産相談　１月27日㈬13時～15時／商工会議所
創業・経営支援相談会
　１月18日㈪13時30分～16時30分／商工会議所
補聴器の修理と相談
　１月19日㈫13時～14時30分／八女市役所
　１月14日㈭９時～10時／地域福祉センター
家庭児童相談室
　平日９時30分～16時／市保健センター内
　（☎２３・１４４８）
精神保健福祉相談　毎週月曜14時30分～16時
　／南筑後保健福祉環境事務所分庁舎（八女総合庁舎）
　（要予約☎０９４４・７２・２１７６）
エイズ検査とエイズ電話相談　毎週月曜14時～15時
　／南筑後保健福祉環境事務所分庁舎（八女総合庁舎）
　（☎０９４４・７２・２８１２）
■ 電話相談
教育相談（☎０１２０・７８４・１１０）
　平日９時～17時／八女市教育研究所
教育相談（☎０９４２・５２・４９４９）
　平日９時～21時／南筑後教育事務所
交通事故相談（☎０９２・７１３・７３１８）
　平日９時30分～12時・13時～16時40分
　／日本損害保険協会
犯罪被害者相談電話（☎０９２・６３２・７８３０）
　平日９時～18時／県警察本部
難病ホットライン（☎０９４４・７２・２６１０）
　平日8時30分～17時15分／南筑後保健福祉環境事務所
多重債務相談（☎０９２・４１１・７２９１）
　平日９時～12時・13時～17時／福岡財務支局

る
相
談
を
お
受
け
し
ま
す
。
※
要
予

約
、
相
談
無
料

●
日
時
＝
①
毎
月
第
１
・
２
・
３
・

５
木
曜
13
時
〜
15
時
②
毎
週
月
曜
14

時
30
分
〜
16
時

●
会
場
＝
①
南
筑
後
保
健
福
祉
環
境

事
務
所
本
庁
舎
（
柳
川
市
）
②
分
庁

舎
（
八
女
総
合
庁
舎
）

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
＝
南
筑

後
保
健
福
祉
環
境
事
務
所
健
康
増
進

課
（
☎
０
９
４
４
・
７
２
・
２
１
７
６
）

　

福
祉
施
設
や
在
宅
福
祉
サ
ー
ビ
ス

な
ど
で
提
供
さ
れ
る
福
祉
サ
ー
ビ
ス

に
関
す
る
苦
情
を
解
決
し
ま
す
。
対

象
者
は
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
者
や

そ
の
家
族
な
ど
で
す
。
苦
情
に
つ
い

て
事
業
所
と
の
話
し
合
い
で
解
決
し

な
い
場
合
や
、
直
接
話
し
に
く
い
場

合
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●
相
談
日
＝
毎
週
火
曜
〜
日
曜
９
時

〜
17
時
30
分
※
相
談
無
料

●
相
談
先
・
問
い
合
わ
せ
＝
福
岡
県

運
営
適
正
化
委
員
会

（
福
岡
県
社
会
福
祉
協
議
会
☎
０
９

２
・
９
１
５
・
３
５
１
１
）

　

市
で
は
、
所
有
し
て
い
る
遊
休
地

を
一
般
競
争
入
札
で
売
却
し
ま
す
。

●
対
象
地
・
面
積
＝
八
女
市
祈
祷
院

字
黒
石
２
２
５
番
１
（
９
３
５
平
方

メ
ー
ト
ル
）

●
現
地
説
明
会
＝
１
月
18
日
㈪
13
時

30
分
〜

●
入
札
予
定
日
＝
１
月
28
日
㈭
13
時

受
付

●
入
札
会
場
＝
八
女
市
保
健
セ
ン

タ
ー
集
団
指
導
室

※
詳
細
は
市
役
所
告
示
板
に
公
示
し

て
い
ま
す
。

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
＝
上
下

水
道
局
上
水
道
工
務
係

（
☎
２
３
・
１
１
０
７
）

　

総
務
省
と
福
岡
県
で
は
、
毎
月
労

働
力
調
査
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
労

働
力
調
査
は
、
我
が
国
の
失
業
率
や

雇
用
の
実
態
を
明
ら
か
に
す
る
重
要

な
統
計
調
査
で
あ
り
、
政
府
や
都
道

府
県
の
雇
用
・
失
業
対
策
の
た
め
に

不
可
欠
な
資
料
と
し
て
活
用
さ
れ
て

い
ま
す
。
調
査
対
象
に
選
定
さ
れ
た

皆
さ
ん
の
自
宅
に
調
査
員
が
伺
っ
た

際
に
は
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

個
人
情
報
は
保
護
さ
れ
、
提
出
さ

れ
た
調
査
票
は
厳
重
に
保
管
さ
れ
て

統
計
資
料
を
作
成
す
る
こ
と
の
み
に

使
わ
れ
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
＝
総
合
政
策
課

（
☎
２
３
・
１
２
２
４
）

　

経
済
的
な
理
由
に
よ
り
専
修
学
校

な
ど
へ
の
進
学
が
困
難
な
若
者
に
対

し
、
入
校
支
度
金
と
修
学
資
金
を
貸

与
す
る
制
度
で
す
。
た
だ
し
、
職
業

に
必
要
な
技
術
・
技
能
の
習
得
を
目

的
と
し
た
学
科
に
限
ら
れ
ま
す
。

●
対
象
＝
中
学
校
・
高
等
学
校
の
新

規
卒
業
者
お
よ
び
当
該
年
度
の
高
等

学
校
中
退
者
※
世
帯
の
所
得
制
限
が

あ
り
ま
す
。

●
貸
付
金
額
＝
修
学
資
金
（
月
額
）

専
門
課
程
５
万
３
０
０
０
円
、
そ
の

他
課
程
な
ど
３
万
円
、
入
校
支
度
金

10
万
円

●
問
い
合
わ
せ
＝
商
工
観
光
課

（
☎
２
３
・
１
５
９
６
）

　

市
民
の
ス
ポ
ー
ツ
活
動
に
体
育
館

や
運
動
場
を
開
放
し
て
い
ま
す
。
利

用
し
た
い
人
は
事
前
に
団
体
登
録
を

し
た
う
え
で
、
必
ず
「
利
用
者
の
会
」

に
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

《
２
月
利
用
者
の
会
》

●
期
日
＝
１
月
16
日
㈯

●
時
間
・
学
校
名
＝
▼
13
時
30
分
〜

福
島
小
、
長
峰
小
、
福
島
中
▼
14
時

15
分
〜
八
幡
小
、
岡
山
小
、
西
中
▼

15
時
〜
上
妻
小
、
三
河
小
、
南
中
▼

15
時
45
分
〜
忠
見
小
、
川
崎
小
、
北

川
内
小
、
見
崎
中
、
上
陽
中

●
会
場
・
問
い
合
わ
せ
＝
総
合
体
育

館
（
☎
２
４
・
１
２
３
０
）

福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
苦
情
を
解

決
し
ま
す

市
有
地
を
売
却
し
ま
す

若
年
者
専
修
学
校
等
技
能
習

得
資
金
貸
与
事
業

小
・
中
学
校
の
体
育
施
設
を

利
用
し
ま
せ
ん
か

労
働
力
調
査
に
ご
協
力
く
だ

さ
い
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編
集
後
記

▼
今
月
の
「
お
知
ら
せ
・
も
よ
お

し
」
に
百
人
一
首
か
る
た
が
あ
り

ま
す
。
私
も
百
人
一
首
が
好
き
。

か
る
た
こ
そ
し
ま
せ
ん
が
、
歌
は

も
ち
ろ
ん
百
人
百
様
の
個
性
や

人
生
が
面
白
い
。
百
人
一
首
で

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
新
年
に
あ

た
り
こ
の
歌
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

「
新（
あ
ら
た
）
し
き
年
の
始
の

初
春
の
今
日
降
る
雪
や
い
や
重

（
し
）
け
吉
事（
よ
ご
と
）」
―
初

春
に
降
り
積
も
る
雪
の
よ
う
に
、

よ
い
こ
と
が
重
な
れ
。
万
葉
集

か
ら
大
伴
家
持
。
今
年
も
よ
い

年
で
あ
り
ま
す
よ
う
に（
Ｓ・Ｈ
）

▼
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
12
月
に
取
材
し
た

旧
川
口
邸
、
持
ち
主
だ
っ
た
方

の
思
い
を
受
け
継
い
で
見
事
に

再
生
し
た
古
民
家
。
本
物
の
材

料
を
使
っ
て
、
伝
統
工
芸
体
験

を
す
る
子
ど
も
た
ち
の
輝
く
よ

う
な
笑
顔
。
煩
悩
に
満
ち
る
私

で
す
が
、
こ
れ
か
ら
も
取
材
を

通
し
て
様
々
な
感
動
に
出
会
い

た
い
で
す
。
今
年
も
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
（
Ｋ
・
Ｓ
）

お買い物やパーティーは八女市でどうぞ！

人　口 42,025 (- 40) 出生 ２７人

男 19,809 (- 10) 死亡 ３５人

女 22,216 (- 30) 転入 ９７人

世帯数 14,420 (- 14) 転出 １２９人

　※（　）内は前月比

火災出火件数 4件（623 件）

救急出動件数 175件（1,519件）

救急搬送人数 171人（1,495人）

※（　）内は 1月からの累計

発生件数 38件（413件）

傷　　者 50人（523人）

死　　者 0人（ 6人 )

※（　）内は 1月からの累計

●市県民税（第4期）
●国民健康保険税・介護保険料（第7期）
●後期高齢者医療保険料（第7期）
●市営住宅家賃（1月分） 
●保育料（1月分）

納期限・口座振替日は2月1日（月）
※納税は安全便利な口座振替をご利用ください。

11 月の
火災・救急の
状況

11 月の
交通事故の
状況

1月に
納めるもの

▼人口と世帯（12月1日現在）   ▼ 11 月の異動

１日（祝）
●中野内科循環器科（吉田）25・3010
●木屋診療所（黒木町）42・0071
●山中歯科（高塚）22・2989
２日（休）
●井上クリニック（新町）30・2020
●みやざき内科（立花町）37・0008
●山下歯科（広川町）0942・52・3819
●ほり歯科（立花町）25・6480
３日（日）
●草場内科循環器科（納楚）23・5171
●岡村医院（立花町）23・2770
●やすなが歯科（吉田）23・0100
●吉田眼科（筑後市）0942・54・1888
１０日（日）
●富田クリニック（蒲原）24・4810
●中島医院（黒木町）42・0235
●なかむら歯科（筑後市）0942・53・0077
●江崎耳鼻咽喉科（筑後市）0942・53・2347
１１日（祝）
●山田医院（東唐人町）23・4853

●耳納高原病院（星野村）52・3135
●大石歯科（室岡）24・1111
１７日（日）
●井上クリニック（新町）30・2020
●みやざき内科（立花町）37・0008
●柳迫歯科（平田）24・5554
２４日（日）
●江上内科（五丁野）24・0113
●クリニックくろぎ（黒木町）42・0887
●柳迫歯科（平田）24・5554
●平野眼科（本町）23・5550
３１日（日）
●藤本産婦人科（東宮野町）23・2733
●しばた医院（北川内）33・7373
●横山歯科（馬場）22・5384

救急指定病院
●公立八女総合病院（高塚）23・4131
●柳病院（吉田）23・2176
●川﨑病院（納楚）23・3005
●馬場病院（広川町）32・3511

✚1 月の在宅医当番表 ※変更になっていることがありますので
電話で確認してください。

おたんじょうび
おめでとう
名前、生年月日、住所、
簡単なコメント（30字以
内）・電話番号を添えて誕
生日前月の７日までに広
報担当課（☎ 23・1110）
までお申し込みください。
※写真はお返ししていま
せん。応募多数の場合は
先着順となります。

～
さ
、
こ
れ
か
ら
の
1
0
0
年
～

こ
の
広
報
誌
は
環
境
に
や
さ
し
い
再
生
紙
、大
豆
油
イ
ン
ク
を
使
用
し
て
い
ま
す

橋爪  星
せ

和
な
ちゃん大橋  瑠

る

月
る

歌
か
ちゃん牛島  奈

な

々
な
ちゃん中村 太

た

一
いち
ちゃん牛島 優

ゆ

那
な
ちゃん

樋口 乃
の

愛
あ
ちゃん服部  愛

あい　ら

良ちゃん下妻  源
はじめ
ちゃん川原  一

かず

真
ま
ちゃん江原  陸

りく

人
と
ちゃん橋爪  愛

あい

弥
み
ちゃん

竹末  睦
とも

慶
ひろ
ちゃん樋口  愛

あい

華
か
ちゃん橋村  朱

あ か り

莉ちゃん安田  拓
たく

真
ま
ちゃん横枕  樹

じゅ

里
り
ちゃん

Ｈ
21
年
１
月
１
日
生（
岩
崎
）

Ｈ
21
年
１
月
５
日
生（
蒲
原
）

Ｈ
21
年
１
月
７
日
生（
本
町
）

Ｈ
21
年
１
月
８
日
生（
忠
見
）

Ｈ
21
年
１
月
10
日
生（
津
江
）

Ｈ
21
年
１
月
10
日
生（
吉
田
）

Ｈ
21
年
１
月
12
日
生（
北
平
塚
）

Ｈ
21
年
１
月
13
日
生（
本
）

Ｈ
21
年
１
月
14
日
生（
土
橋
）

Ｈ
21
年
１
月
15
日
生（
忠
見
北
）

Ｈ
21
年
１
月
16
日
生（
川
犬
）

Ｈ
21
年
１
月
20
日
生（
吉
田
）

Ｈ
21
年
１
月
21
日
生（
室
岡
）

Ｈ
21
年
１
月
21
日
生（
納
楚
）

Ｈ
21
年
１
月
22
日
生（
納
楚
）

Ｈ
21
年
１
月
28
日
生（
本
町
）

いつも元気いっぱい
の星ちゃん。優しい
子に育ってね。

これからもりんお姉
ちゃんと仲良しで大
きくなってね。

奈 ち々ゃん♡お誕生日
おめでとう。すくすく元
気に育ってね。

これからも太一の
クリクリおめめで
皆を癒してね♡

いないいないばぁがお気
に入り♪パパもママも優
那の笑顔が大好きだよ♡

パパもママも、
のあちゃんに
メロメロです♡♡

いつも元気いっぱいの愛ちゃ
ん♡これからもたくさんの愛
情に育まれて大きくなってね。

たくましく育て！！いつもステキな笑顔を
ありがとう。素直で元
気な一真でいてね。

大地のようにやさ
しく大きな人に
なってね。

ダンスの得意な愛弥ちゃ
ん。これからもお兄ちゃ
んと仲良く遊んでネ！

ニコニコいっぱいのと
も☆たくさん食べて大
きく元気に育ってね♡

お姉ちゃんが大好きな
愛ちゃん。これからも
仲良く育ってね♡

元気でちょっとお転婆なあーちゃ
ん☆みんなその笑顔が大好きで
す♡すくすく健康に育ってね！！

おめでとう！これか
らもかわいい笑顔を
たくさん見せてね♡

いつも笑顔でみんなを幸
せにしてくれてありがとう。
元気いっぱいに育ってね♡

→

～
さ
、
こ
れ
か
ら
の
1
0
0
年
～

こ
の
広
報
誌
は
環
境
に
や
さ
し
い
再
生
紙
、大
豆
油
イ
ン
ク
を
使
用
し
て
い
ま
す


